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カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題
の
正
常
化
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
見
通
し
が
定
か
で
は
な
い

が
、
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
が
経
済
面
に
お
い
て
は
す
で
に
ポ
ス
ト
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
内

戦
の
局
面
に
入
り
は
じ
め
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
数
年

来
‘
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
で
は
硬
直
的
な
社
会
主
義
経
済
運
営
の
溶
解
が
お
こ
り
、

市
場
経
済
へ
の
移
行
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
大
陸
部
東
南
ア
ジ
ア
に
位
韻
す

る
タ
イ
国
と
の
間
に
生
じ
て
い
る
大
き
な
経
済
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
今

試
み
ら
れ
て
い
る
経
済
改
革
を
よ
り
一
層
促
進
さ
せ
る
以
外
に
方
法
が
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
も
近
い
将
来
は
ぱ
同
様
の
途
を
た
ど
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
改
革
に
と
り
く
む
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
の
経
済
復
典
へ
の

支
援
・
協
力
が
‘
我
が
国
の
対
東
南
ア
ジ
ア
政
策
の
な
か
で
最
重
要
の
課
題
と
な
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
イ
ン
ド
シ
ナ
復
典
に
関
し
て
は
大
陸
部
東
南
ア
ジ
ア
を
全
体

と
し
て
と
ら
え
る
地
域
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
例
と
し
て
電
力
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。
工
業
化
が
急
速
に

進
展
す
る
タ
イ
に
お
い
て
は
‘
予
想
さ
れ
る
寵
力
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
リ
グ
ナ

イ
ト
使
用
の
発
電
の
拡
充
計
画
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
有
害
ガ
ス
の
排
出
と
い
う
大

ぎ
な
環
境
コ
ス
ト
が
と
も
な
う
。
ラ
オ
ス
に
は
水
量
豊
か
な
メ
コ
ン
河
が
あ
り
水

力
発
電
の
潜
在
力
は
大
き
い
。
ひ
と
つ
の
政
治
的
空
想
で
は
あ
る
が
も
し
タ
イ
と

ラ
オ
ス
が
ひ
と
つ
の
国
民
国
家
を
形
成
し
て
い
た
場
合
に
は
‘
タ
イ
政
府
は
メ
コ

ン
の
水
資
源
の
利
用
を
第
一
義
的
に
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
地
球
規
模
で

の
環
境
問
題
が
あ
る
の
で
、
大
陸
部
東
南
ア
ジ
ア
か
保
有
す
る
各
種
の
資
源
の
有

効
利
用
計
画
に
結
び
付
け
て
イ
ン
ド
シ
ナ
復
典
の
シ
ナ
リ
オ
を
準
備
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
い
え
る
。
日
本
は
こ
の
線
で
積
極
的
な
慟
き
か
け
を
し
て
い
く
べ
き

で

は

な

か

ろ

う

か

。

（

原

洋

之

介

）

イ
ン
ド
シ
ナ
復
興
へ
の
地
域
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ

＂
召
頭
圭
口

レ

ー
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先進諸国における合計特殊出生率の推移
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（資料） Counc i 1 of Europe, Recent Demographic Dev.el opmen ts in the 
Member States of the Council of Europe, 1989. 
U.S. National Center for Health Statistics, Vital Statistics 
of the United States. 

れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

出
生
率
の
低
下

年
間
の
出
生
数
が
一
九
七
―
―
―
年
の

昨
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
一
九
八
九
年
の
人
口
動
態
統
計
は
、

ーヽ

各
界
に
こ

人
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策
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長
阿
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芦
呻
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問
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し
ろ
急
低
下
し
つ
つ
あ
る
イ
タ
リ
ア
、

と
は
い
う
も
の
の

て
い
る
国
、

ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
国
に
分
か
れ
る
。

•
五
前
後
の
低
水
準
に
あ
る
国
、

一
九
八

0
年
代
に
む

旧
西
独
｀

ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
三
国
な
ど
の
よ
う
に
下
げ
止
ま
っ
た

国、

英
国
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
よ
う
に

•
八
I

低
下
を
始
め
｀

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
に
急
速
に
人
口
置
換
水
準
に
向
け
て
回
復
し
た
国
｀

•
九
の
水
準
を
維
持
し

米

l
)
 
゜
一
九
八

0
年
代
に
入
る
と
出
生
率
の
動
向
が
多
様
化
し
て
お
り
、

ス

一
九
七

0
年
代
に
は
軒
並
人
口
置
換
水
準
を
下
回
っ
た

（
図

ビ
ー
ブ
ー
ム
の
後
、

出
生
率
は
一
九
六

0
年
代
の
半
ば
頃
か
ら
ほ
ぼ
一
斉
に

戦
後
長
期
に
続
い
た
ベ

％
ず
つ
人
口
が
縮
小
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
と
は
、

も
し
こ
れ
が
長
期
に
続
け
ば
、

換
水
準
を
割
り
込
ん
で
い
る
が
、

そ
れ
が

•
五
三
ま
で
下
が
っ
た
と
い
う

準
」

と
も
言
う
）

一
世
代
（
約
三

0
年
）

ふ
り
返
っ
て
西
側
先
進
諸
国
の
状
況
を
み
る
と
、

で
約
―
―
五

゜
わ
が
国
の
出
生
率
は
、

七
を
記
録
し
た
か
ら
で
あ
る

•
五
三
と
な
っ
た
。

の
出
生
子
供
数
を
表
す
。

口
の
維
持
も
可
能
と
な
る

一
人
の
女
子
あ
た
り

：
こ
の
よ
う
な
出
生
率
の
水
準
を

も
し
一
九
九

一
人
の
女
性
が

「
人
口
置
換
水

一
九
七
四
年
以
来
こ
の
人
口
置

． 
一
人
の
子
供
を
生
む
と
世
代
の
単
純
再
生
産
が
可
能
と
な
り
、

一
国
の
人

る
。
今
日
の
先
進
諸
国
の
死
亡
率
の
状
況
で
は
、

一
人
の
女
性
が
生
涯
に

生
涯
に

•
五
三
人
の
子
供
し
か
生
ま
な
く
な
る
、

と
い
う
こ
と
を
意
味
す

0
年
の
よ
う
な
子
供
の
生
み
方
が
長
期
に
続
く
と
す
る
と
、

こ
れ
が

•
五
三
と
い
う
こ
と
は
、

子
の
）

年
齢
別
出
生
率
を
積
み
上
げ
て
計
算
さ
れ
る
、

合
計
特
殊
出
生
率
（
以
下
出
生
率
と
略
す
）
と
い
う
の
は
、

そ
の
年
の

（
女

低
下
し
て

で
あ
る
。

先
頃
発
表
さ
れ
た
動
態
統
計
に
よ
る
と

一
九
九

0
年
は
さ
ら
に

（
図
l
)

゜
世
に
言
う
「

•
五
七
シ
ョ
ッ
ク
」

が
ヒ
ノ
エ
ウ
マ
の
年
(
-
九
六
六
年
）

•
五

一
昨
年
か
ら
公
表
を
始
め
た
「
合
計
特
殊
出
生
率
」

二

0

0
万
台
か
ら
連
続
減
少
を
記
録
し
、

と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

を
下
回
る
統
計
史
上
最
低
の
一

つ
い
に
―
二

0
万
台
と
な
っ
た
こ
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八
六
形
、

後

半

で

は

三

七

％

に

達

し

て

の
後
も
上
昇
を
続
け
、

二

0
代
前
半
で

調
蒼
に
よ
る
と
、

女

子

の

未

婚

率

は

そ

昇
し
て
い
る
。

一
九
八
九
年
の
労
働
力

後

半

の

そ

れ

は

約

二

割

か

ら

三

割

へ

上

婚
率
は
約
七
割
か
ら
八
割
へ
、

ー表

二

0
代

（
表

l
)

二

0
代

前

半

の

女

子

の

未

年

の

国

勢

調

寵

の

結

果

を

く

ら

べ

る

と

の
上
昇
に
あ
る
。

一
九
七
五
年
と
八
五

（資料）総務庁統計局『国勢調査』．

（
結
婚
し
た
こ
と
が
な
い
人
の
割
合
）

有
配
偶
率
低
下
の
原
因
は
、

未
婚
率

係
し
て
い
な
い
。

率

は

き

わ

め

て

低

水

準

に

あ

り

全

く

関

低
下
の
影
響
は
わ
ず
か
、

の
影
響
が
圧
倒
的
で
有
配
偶
出
生
率
の

1989年は『労働力調査年報』

~4~ 

こ
の
三
つ
の
要
素
の
ど
こ
に
起
因
す
る

年齢別にみた未婚者割合の推移： 1970年-1989年

の
三
つ
に
左
右
さ
れ
る
。

結

婚

し

て

い

な

い

人

の

出

生

率

（
無
配

（
有
配
偶
率
）

る
人
の
出
生
率

偶
出
生
率
）

（
有
配
偶
出
生
率
）

・
ニ
九
と
世
界
最
低
を
記
録
し
た
。

一
九
七
三
年
以
来
の
出
生
率
の
低
下
が

か
を
分
析
す
る
と
｀

有

配

偶

率

の

低

下

無
配
偶
出
生

（％） 

の
割
合

結婚してい

男 女
年 齢

I 970年 1975年 I 980年 1985年 1989年 1970年 1975年 1980年 1985年 1989年

15-19 99. 3 99. 5 99. 6 99, 4 97. 9 98, 6 99. 0 98. 9 99. 4 
20-24 90. 1 88. 0 91. 5 92. 1 71. 7 69. 2 77. 7 81. 4 85. 7 
25-29 46. 5 48. 3 55. l 60. 4 18. 1 20. 9 24. 0 30. 6 31. 3 
30-34 11. 6 14. 3 21. 5 28. 1 7. 2 7, 7 9. I 10. 4 12, 0 
35-39 4. 7 6.1 8, 5 14. 2 5. 8 5. 3 5. 5 6. 6 6. 7 
40-44 2. 8 3. 7 4, 7 7. 4 5. 3 5. 0 4.4 4. 9 5. 0 
45-49 !. 9 2. 5 3. 1 4. 7 4. 0 4. 9 4. 4 4. 3 3. 5 

出
生
率
は
｀

結

婚

・

出

産

年

齢

の

女

子

人

口

の

な

か

で

結

婚

し

て

い

る

人

2 ヽ

出
生
率
低
下
の
原
因
ー
未
婚
化
・
晩
婚
化

両
国
の
出
生
率
は
l

九
八
九
年
に



ら
れ
な
い
。

た
だ
し
一
夫
婦
平
均
二
人
強
と
い
う
子
供
数
は
、

二

0
年
前
に

飴
、

四
子
以
上
五
形
で
｀

-
0
年
前
と
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
み

内
訳
は
、

生
み
終
え
て
い
た
四
五

I
四
九
歳
の
有
配
偶
女
子
の
平
均
出
生
児
数
は
ニ
・
ニ

四
〇
＼
四
四
歳
の
女
子
で
も
ニ
・

お
お
む
ね
無
子
五
粥
、

一
子
一

0
%
、

二
子
五
五
％
、

二
子
二
五

0
人、

一
六
人
で
あ
っ
た
。

子
供
数
別
の

こ
ろ
、

そ
の
よ
う
な
事
実
は
み
ら
れ
な
い
。

一
九
八
七
年
に
お
い
て
子
供
を

五
年
毎
に
続
け
ら
れ
て
い
る

「
全
国
出
産
力
調
壺
」

の
結
果
で
は
、

今
の
と

た
な
い
夫
婚
）

や

ll

一
人
っ
子
“

が
増
大
し
た
と
早
合
点
し
が
ち
で
あ
る
が
、

出
生
率
の
低
下
と
い
う
と
、

す
ぐ
に

D
I
N
K
S
（
共
働
き
で
子
供
を
も

3 ヽ
る
。
デ
ー
ト
文
化
が
未
発
達
ゆ
え
の
男
女
の
交
際
の
乏
し
さ
、

固
見
合
結
婚
が
廃
れ
恋
愛
結
婚
が
中
心
と
な
り
な
が
ら
も
、

位
、

家
事
・
育
児
・
介
護
は
も
っ
ば
ら
妻
の
役
割
、

結
婚
は
夫
方
の
家
へ
の

”
嫁
入
婚
“
‘

結
婚
後
の
家
庭
は
男
性
優

な

ぅ

（
と
く
に
女
性
の
側
の
）

山
そ
れ
に
も
か
か

つ

た

へ
の
世
代
替
わ
り
に
と
も

労
働
力
不
足
に
と
も
な
う
女
子
の
雇
用
機
会
の
拡
大
、

閻
豊
か
な
社
会
に
育

志
望
の
職
業
キ
ャ
リ
ア
型
へ
の
変
化
、

②
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
、

t
、
ィ

ソ

フ

ト

化
の
原
因
は
複
雑
で
あ
る
。
有
力
な
要
因
と
し
て
は
、

山
高
学
歴
化
と
学
部

一
八
年
間
で
一

今
日
の
出
生
率
低
下
の

「
二
人
っ
子
世
代
」
、

わ
ら
ず
、

家
族
観
の
残
存
、

夫
婦
の
子
供
数

「
長
男
長
女
世
代
」

男
女
対
等
意
識
の
浸
透
、

な
ど
と
す
る
結
婚
観
・

な
ど
が
考
え
ら
れ

”
主
要
因
“

と
目
さ
れ
る
女
性
の
未
婚
化
・
晩
婚

二
五
•
九
歳
ま
で

•
七
歳
も
上
昇
し
て
い
る
。

女
子
の
平
均
初
婚
年
齢
は
一
九
七
二
年
の
二
四
・
ニ
歳
か
ら
一
九
九

0
年
の

未
婚
率
の
上
昇
（
未
婚
化
）

い
る
。

に
と
も
な
っ
て
初
婚
年
齢
も
上
が
り
続
け
、

-5-



な
る
。

低
位
推
計
で
は
未
婚
化
・
晩
婚
化
が
さ
ら
に
続
き
、

•
八
五
に
し
か
達
し
な
い
こ
と
に

結
果
、

出
生
率
は
一
九
九

0
年
代
を
通
じ
て
反
転
は
す
る
も
の
の

•
五
前

一
人
ま
で
漸
滅
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

そ
の

涯
結
婚
し
な
い
女
性
が
現
在
の
四
飴
か
ら
八
飴
ま
で
増
え
、

中
位
推
計
に
お
い
て
は
、

未
婚
化
・
晩
婚
化
が
ま
だ
し
ば
ら
く
続
き
、

生

定
推
計
）

L— 

も
平
均
―
―
•
二
人
か
ら
一
―
・

後
で
低
迷
を
続
け
、

二

0
二
五
年
で
も
一

夫
婦
の
子
供
数

夫
婦
の
子
供
数

に
お
け
る
出
生
率
仮
定
の
考
え
方
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
た

「
日
本
の
将
来
推
計
人
口

（
平
成
三
年
六
月
暫

出
生
率
の
将
来
を
適
確
に
見
通
す
こ
と
は
難
し
い
が
、

先
頃
、

厚
生
省
人

4 ヽ
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

結
婚
の
機
会
費
用
」

出
生
率
の
見
通
し
と
出
生
率
低
下
の
影
響

の
増
大
と
い
う
形
で
、

未
婚
化
、

晩
婚
化
の
促
進
要
因

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
は
む
し
ろ
未
婚
女
性
に
と
っ
て
の

→ 

昭
和
五

0
年
代
後
半
以
後
よ
う
や
く
有
配
偶
女
子
の
屈
用
労
働
力
化
が
進
み

い
て
も
山
と
③
の
要
因
は
相
当
に
当
て
は
ま
る
と
言
え
る
。

③
の
要
因
は
、

戦
後
、

エ
ン
。
フ
ロ
イ
ー
化
と
高
学
歴
化
が
急
速
に
進
行
し
た
わ
が
国
に
つ

が
増
大
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

職
場
進
出
が
進
み
、

子
育
て
の
機
会
費
用
（
子
育
て
で
失
わ
れ
る
所
得
機
会
）

育
年
数
が
長
く
な
り
子
供
の
社
会
化
コ
ス
ト
が
増
大
し
た
こ
と
、

③
女
性
の

愛
い
、

家
庭
が
明
る
く
な
る
、

な
ど
）

し
か
も
た
な
く
な
っ
た
こ
と
、

②

教

保
障
価
値
（
老
後
の
頼
り
）

が
失
わ
れ
、

子
供
が
消
費
財
価
値
（
子
供
は
可

山
親
に
と
っ
て
の
子
供
の
価
値
の
う
ち
労
働
力
価
値
（
家
業
の
労
働
力
）

や

一
般
的
に
先
進
諸
国
で
夫
婦
の
子
供
数
が
減
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

子
供
を
生
み
終
え
た
夫
婦
の
子
供
数
に
比
べ
る
と
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
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図2

(X) 
70• ・・・・.....

60 

年齢3区分別人口割合の推移（中位推計の結果）

............................. ・.....・・・・・・・・:

生産年齢人ロ ・

........................................ (15-64歳） ................ 
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実綬値 推計値
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老年人口 ． ． 
30 f・"'.: ; ・・ • ・・ ' . I (65歳以上）．．．．． ． ． ．． 

20 f ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．． ・・：・・・・・・・・・・・・・ヽ・・・・・・・・・・・・；...... ...... , 
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・年少人口10 f・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

: (0-14歳）：・

゜1950 1990 2010 2030 
年次

（資料）厚生省人口問題研究所「日本の将来推計人ロ一平成 3年

6月暫定推計』

1970 2090 
（平成102)

今
世
紀
に
は

進
む
。

ま
た

化
が
一
段
と

ま
り
、

労

働

二
五
年
で
も
一

と
仮
定
し
た
た
め
、

一
年
の
―
二

0
万
人
ま
で
減
少
）

そ
の
年
齢
層
を

生
数
減
少
世

代
が
労
働
市

る
一
九
九
〇

大
卒
労
働
力

の
減
少
が
始

カ
の
中
高
年

生
産
年
齢
人

口
の
減
少
も

か
ら
新
規
の

2050 

年

代

半

ば

頃

2070 

場
に
参
入
す

第
二
は
出

0
0
万
人
か
ら
二

0

゜

進
学
人
口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
て
い
る

（
一
九
歳
人
口
は
一
九
九
二
年
の

で
に
高
校
進
学
人
口
の
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

一
九
九
三
年
に
は
大
学

顧
客
と
す
る
消
費
市
場
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
を
縮
小
さ
せ
て
き
た
。

す

第
一
は
出
生
数
減
少
世
代
が
加
齢
す
る
に
つ
れ
、

順
次
、

済
社
会
へ
も
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
。

こ
の
よ
う
な
出
生
率
の
低
迷
は
日
本
人
口
の
規
模
と
構
造
、

さ
ら
に
は
経

出
生
率
は
二

0
二
五
年
に
二

•
O
九
ま
で
回
復
す
る
）
。

婚
化
が
匝
ち
に
終
息
し
、

夫
婦
の
子
供
数
も
平
均
―
―
•
二
人
で
変
わ
ら
な
い

•
五
七
に
し
か
達
し
な
い
。

（
高
位
推
計
で
は
未
婚
化
・
晩

も
平
均

•
九
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
仮
定
し
て
い
る
た
め
出
生
率
は
二

O
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万
人
を
下
回

七、

0
0
0
 

0
年
後
に
は

（百万人〉
140, ..... 

図3

120 

110 

100 

60 
1950 

割
り
、

1
0
 

は
一
億
人
を

五
五
年
後
に

推
計
で
は
約

な
る

（
低
位

回
る
こ
と
に

一
億
人
を
下

0
年
後
に
は

イ
ズ
に
縮
小
、

総人口の推移：各推計値

さ
ら
に
約
八

在
の
人
ロ
サ

に
は
ほ
ぼ
視

.................................... ・・・・・・・・・・........ 130 t 
； ： 
： ： 

: ··················•········. : 
： 

． 
.. : ・・・・・・・・・・・・・・・... : ............ : .................. . 

:::/三□

............................. 
： ' '  

~ ―‘ ••••••• :・・・・ 高位・・・・．．：

以
後
長
期
の
減
少
過
程
に
は
い
る
と
予
想
さ
れ
る

1970 1990 
年

（資料）表2と同じ

2010 誓 2050 2070 2090 
（平成102)

ー

ク

C

、
．
 

ピ

（
図

3
)

゜

第
四
に
、

日
本
の
総
人
口
は
、

子
供
の
扶
餐
負
担
が
減
る
一
方
で
高
齢
者
の
扶
養
負
担
が
著
し
く
増

加
す
る
た
め
、

約
三

0
年
後

二

0
-
0
年
の

一
億
―
―
一
、

0
0
0
万
人
を

こ
と
に
社
会
保
障
制
度
へ
の
影
響
は
大
き
い
。

2
)
 
゜

0
年
後
に
は
―
―
五
形
を
超
え
、

五

0
年
後
に
は
二
七
％
台
に
達
す
る
）

（
図

裔
齢
化
が
一
段
と
進
む

（
六
五
歳
以
上
人
口
割
合
は
現
在
の

―
二
％
か
ら

始
ま
る
た
め
、

る
も
の
の
、

年
少
人
口
の
減
少
、

一
方
で
老
年
人
口

（
六
五
歳
以
上
と
す
る
）

の
増
大
が
続
く
た
め
、

人
口
の

第
三
に
、

つ
い
で
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
始
ま
る

害
要
因
に
な
る
と
の
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。

総
労
働
力
縮
小
の
可
能
性
は
大
き
く
、

女
子
、

高
齢
者
｀

そ
れ
が
経
済
成
長
の
阻

外
国
人
労
働
力
へ
の
需
要
が
一
段
と
高
ま

-8-



出
生
率
と
い
う
マ
ク
ロ
の
数
値
は
実
は
個
人
の
結
婚
、

出
産
と
い
う
、
‘
、
ク

政
府
が
干
渉
す
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
の
批
判
も
出
て
い
る
。

前
の 出

生
率
低
下
に
対
し
て
は
三
つ
の
政
策
的
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。

適
応
す
る
途
で
あ
る
。

ま
た
ロ
ボ
ッ
ト
化
な
ど
に
よ
り
労
働
生
産
性
を
一
層
高
め
る
と
と
も
に
、

齢
の
引
上
げ
な
ど
も
政
策
的
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
考
え
ざ
る
を
え
な
い
で
あ

前
提
と
し
た
う
え
で
本
格
的
な
多
民
族
社
会
へ
の
転
換
を
覚
悟
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

を
受
け
て
｀

「
生
め
よ
、

殖
や
せ
よ
」

の
復
活
で
あ
り
、

個
人
の
生
き
方
の
自
由
に

れ
、

対
応
策
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、

こ
れ
は
戦

ッ
ク
」

政
府
内
に
出
生
率
問
題
に
つ
い
て
協
議
機
関
が
設
け
ら

最
も
直
接
的
な
政
策
は
出
生
奨
励
策
の
導
入
で
あ
る
。

→ 

•
五
七
シ
ョ

し
て
外
国
人
労
働
力
に
頼
る
政
策
を
と
る
と
す
れ
ば
、

外
国
人
の
定
住
化
を

し`

西
欧
諸
国
の
経
験
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、

出
生
減
、

労
働
力
不
足
対
策
と

りヽ

外
国
人
の
単
純
労
働
力
の
受
入
れ
の
是
非
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

ムヽ

し
カ

前
の
人
手
不
足
の
な
か
で
合
法
、

不
法
の
外
国
人
労
働
力
が
増
加
傾
向
に
あ

め
に
西
欧
諸
国
は
大
量
の
外
国
人
労
働
力
を
迎
え
入
れ
た
。

日
本
も
現
在
空

代
の
始
め
に
か
け
て
、

急
速
な
経
済
成
長
に
と
も
な
う
人
手
不
足
を
補
う
た

第
二
は
外
国
人
労
働
力
の
受
入
れ
で
あ
る
。

一
九
六

0
年
代
か
ら
七

0
年

ろ
う
。

会
保
険
の
保
険
料
の
引
上
げ
、

年
金
受
給
額
の
適
正
化
、

年
金
支
給
開
始
年 社

齢
を
引
き
上
げ
、

女
性
の
職
場
進
出
を
一
層
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

具
体
的
に
は
、

高
齢
化
の
進
展
に
応
じ
て
、

退
戦
年

は
出
生
率
低
下
を
与
件
と
し
て
、

そ
れ
が
も
た
ら
す
人
口
滅
•
超
高
齢
化
に

5 ヽ

出
生
政
策
の
是
非

る
こ
と
に
な
る
）

゜

ひ
と
つ
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ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

り
あ
る
家
庭
生
活
の
実
現
を
手
助
け
す
る
総
合
的
家
族
政
策
の
推
進
が
求
め

女
性
の
社
会
参
加
を
前
提
に
し
、

ゆ
と

実
な
ど
に
よ
る
女
性
の
社
会
進
出
と
出
産
・
子
育
て
の
両
立
支
援
、

住
宅
・

庭
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
回
復
、

労
働
時
間
の
短
縮
に
よ
る
仕
事
と
家

が
あ
る
。

ロ
の
行
動
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。

結

婚

や

出

産

・

子

育

て

の

障

害

と

な

る

社

会

経

済

的

条

件

を

取

り

除

児
童
手
当
を
手
厚
く
し
、

一
年
を
超
え
る
有
給
の
育
児
休
業

こ
れ
ま
で
経
済
の
拡
大
を
急
ぐ
あ
ま
り
、

出
生
率
低
下
が
憂
慮
さ
れ
る
今
こ
そ
、

よ
る
子
育
て
・
教
育
コ
ス
ト
の
軽
減
、

有
給
育
児
休
業
制
度
の
普
及
、

公
園
な
ど
の
住
環
境
の
整
備
な
ど
、

保
育
所
の
充

児
童
手
当
の
充
実
な
ど
に

と
会
社
の
仕
事
が
優
先
さ
れ
、

家
族
・
家
庭
が
犠
牲
に
さ
れ
て
き
た
き
ら
い

わ
が
国
の
楊
合
、

や
や
も
す
る

う
な
政
策
の
結
果
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

近
年
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
出
生
率
上
昇
は
そ
の
よ

の
名
の
下
に
、

西
欧
諸
国
で
は
、

匝
接
出
生
政
策
と
は
明
言
し
な
い
ま
で
も
、

家
族
政
策

く
と
い
っ
た
政
策
が
主
眼
と
な
ろ
う
。

え
で
、

が
っ
て
出
生
政
策
と
い
っ
て
も
、

人
々
の
生
き
方
の
自
由
を
前
提
と
し
た
う

ず
人
々
の
福
祉
を
追
求
す
る
権
利
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た

個
人
の
自
由
を
基
盤
と
す
る
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、

何
よ
り
も
ま

え
か
ね
な
い
。

生
政
策
は
個
人
の
結
婚
・
出
産
の
自
由
に
抵
触
す
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与

し
た
が
っ
て
、

出
生
率
の
上
昇
を
図
る
出
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Aging• 

を
主
催
し
た
が
、

国
連
は
そ
の
は
る
か
以
前
か
ら
「
高
齢
者
問
題
」

国
連
は
一
九
八
―
―
年
、

ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て

o
n
 

て
い
る
。

す
で
に
高
齢
者
人
口
の
絶
対
数
が
急
増
し
て
お
り
、

そ
の
対
応
に
頭
を
痛
め

る。
人
口
の
高
齢
化
に
伴
う
諸
問
題
は
、

い
ま
や
全
世
界
的
課
題
と
な
っ
て
い

ーヽ
ら
ね
ば
」

国
連
等
の
活
動

計
画
の
中
に
採
用
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、

佐
藤
先
生
か

「
人
口
高
齢
化
に
関
す
る
行
動
計
画
」

で、

先
生
の
急
逝
を
悼
み
深
甚
よ
り
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

元
農
林
水
産
大
臣
で
、

入
口
分
野
に
お
け
る
国
際
協
力
に
つ
い
て

ー
「
古
四
齢
化
」
に
関
す
る
協
力
か
ら

I

閻
エ
イ
ジ
ン
グ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

岬
事
・
ポ
務
局
長

助
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
理
事
長
佐
藤
隆

一
九
八
四
年
の
世
界
人
口
会
議
（
メ
キ
シ
コ
）

を
提
案
し
、

佐
藤
先
生
が
、

国
連
の
人
口
活
動

ら
「
高
齢
化
問
題
を
こ
れ
か
ら
は
国
際
協
力
の
分
野
で
も
積
極
的
に
や

と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
い
出
し
つ
つ
執
筆
い
た
し
ま
す
。

い
ま
だ
出
生
率
も
高
く
そ
の
引
下
げ
に
努
力
し
て
い
る
国
に
お
い
て
も
、

^̂ W
o
r
l
d
 A
s
s
e
m
b
l
y
 

吉

田

成

良

~u-



際
行
動
計
画
」

(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 

A
c
t
i
o
n
 o
n
 A
g
i
n
g
)
 
i
`
 

＇ 

化
に
関
す
る
国
際
行
動
計
画
の
策
定
、

「
高
齢
化
に
関
す
る
国

口
高
齢
化
と
開
発
の
問
題
、

(2) 

(3) 

高
齢

各
国
の
努
力
す
べ
き
こ
と
な
ど
が
討
議
さ
れ
た
が
、

主

要

議

題

は

、

山

人

の
期
間
内
に
一
三
回
も
の
本
会
議
が
も
た
れ
、

九
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

そ

ょ
ウ
ィ
ー
ン
で
、

~
~
一

全
世
界

一
九
八
二
年
七
月
二
六
日
、

A
g
i
n
g
 

会
議
活
動
へ
の
協
力
｀

ミ

2
A
阻
n
g
•
に
変
更
し
、

--: 
世
界
会
議
の
た
め
の
任
意
基
金
の
創
設
、

ミ

問
題
と
人
口
の
高
齢
化
の
問
題
の
相
方
に
鑑
み
｀

2
 

t
h
e
 

を

一
九
八

0
年
―
二
月
｀

国
連
総
会
は
、

高
齢
者
の

決
議
し
て
い
る
。

とヽ

四、

専
門
機
関
、

基
金
、

E
l
d
e
r
l
y
)
 

な
ど
が
あ
り
、W

o
r
l
d
 

A
s
s
e
m
b
l
y
 

高
齢
者
の
経
済
的
社
会
的
安
定
を
保
障
し
、

翌
一
九
七
八
年

献
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
行
動
計
画
を
策
定
す
る
た

高
齢
人
口
と
そ
の
人
口

事
務
総
長
が
世
界
の
各
地
域
準
備
委
員

民
間
機
関
の
支
援
を
求
め
る
こ
と
、

世
界
会
議
の
名
称
を
、

国
連
人
口
活
動
基
金
の
世
界
会
議
へ
の
財
政
支
援
、

等
々
を
決
議
し
た
。

W
o
r
l
d
 A
s
s
e
m
b
l
y
 o
n
 

ニ
四
カ
国
の
代
表
と
国
連
等
国
際
機
関
関
係
者
、

そ
し
て
非
政
府
機
関
代
表
が
集
り
、

高
齢
者
と
開
発
・
人
道
問
題
、

で
あ
っ
た
。

P
l
a
n
 
o
f
 

E
l
d
e
r
l
y
"
 

各
国
政
府
の
世
界

(
W
A
A
)
 

国
連
等
国
際
機
関
の
役
割
、

な
ど
を

進
や
世
界
会
議
参
加
の
た
め
に
必
要
と
す
る
点
で
各
国
政
府
を
支
援
す
る
こ

会
に
よ
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
、

て

事
務
総
長
は
｀

高
齢
者
対
策
の
推

世
界
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
、

二、

比
率
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
国
が
増
え
る
こ
と
に
鑑
み
、

-: 
各
国
政
府
が

ま
た
、

一
九
七
九
年
―
二
月
の
国
連
総
会
で
は
、

め、

一
九
八
―
―
年
に
世
界
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

国
連
総
会
は
、

国
の
発
展
に
貢

を
開
催
す
る
こ
と
を
世
界
各
国
に
呼
び
か
け
、

で

「
高
齢
者
に
関
す
る
世
界
会
議
」

~ 

o
n
 

t
h
e
 

一
年
「
高
齢
者
問
題
決
議
」

一
九
七
七
年
に
は
、

国
連
総
会

に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
六
九
年
の
世
界
人
権
宣
言
、

一
九
七
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オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

「
高
齢
化
と
都
市
化
の
問
題
」

は
第
一
―
回
会
議
が
近
く
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ

国
に
よ
っ
て
、

地
域
レ
ベ
ル
、

近
隣
国
レ
ベ
ル
で
同
様
の
会
議
が
催
さ
れ
、

人
口
高
齢
化
に
よ
る
社
会
的
経
済
的
影
響
」

ま
‘
＇ 

力
を
得
て
い
る
。

し
か
も
こ
れ
等
の
会
議
は
参
加
各
国
に
影
響
を
与
え
、

ー→

0
1
五

0
名
）

E
S
C
A
P
や
ア
ジ
ア
各

の
招
聘
費
や
会
議
経
費
に
つ
い
て
は
応
分
の
日
本
側
負
担
協

催
都
市
と
の
共
催
で
行
い
、

各
国
参
加
専
門
家
・
都
市
代
表
等
各
会
議
（

の
会
議
の
開
催
に
当
っ
て
は
、

＾ 

に
及
ぶ
人
口
高
齢
化
に
関
す
る
専
門
家
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ

一
九
九

0
年
（
北
九
州
）

「
人
口
高
齢
化
と
家
族
に
関
す
る
問
題
」

と
三
回

経
済
的
影
響
」

「
人
口
高
齢
化
と
都
市
化
の
問
題
」

国
連
人
口
部
は
、

一
九
八
六
年
（
東
京
）

「
人
口
高
齢
化
に
よ
る
社
会
的

会
議
、

調
査
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
行
動
計
画
が
国
際
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。

等
に
主
眼
が
い
く
た
め
か
、

そ
の
活
動
は
具
体
性
が
薄
く
、

ッ
ト
を
設
け
て
い
る
。

し
か
し
、
当
ユ
ニ
ッ
ト
の
活
動
は
、

ウ
ィ
ー
ン
の
国
連
社
会
開
発
人
道
問
題
セ
ン
タ
ー
内
に
エ
イ
ジ
ン
グ
・

ユ

そ
の
後
、

国
連
は
こ
の
会
議
の
盛
り
上
り
と
行
動
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、

E
l
d
e
r
l
y
か
ら

A
g
i
n
g
に
改
め
ら
れ
た
よ
う
に
、

の
た
め
に
適
切
な
医
療
等
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、

人
が
社
会
的
経
済
的
に
実
り
多
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

た
す
こ
と
、

四、

高
齢
者
は
、

五、

万

ズ

人
口
構
造
の
変
化
は
、

経
済
成
長
、

一
九
八
八
年
（
仙
台
）

J
a
p
a
n
 
A
g
i
n
g
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 

国
家
の
有
用
な
人
材
で
あ
る
こ
と
、

万

人

の

健

康

保

持

な
ど
を
基
本
理
念
と
し
、

個

人

と

し

て

の

高

齢

者

問

題
と
集
団
と
し
て
の
人
口
の
高
齢
化
問
題
の
相
方
に
関
る
行
動
計
画
で
あ
る
。

高
齢
者
の
人
権

国
連
本
部
の
人

口
部
に
よ
る
専
門
家
会
議
や
国
連
関
係
機
関
に
よ
る
高
齢
化
問
題
に
関
す
る

「
エ
イ
ジ
ン
グ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」

C
e
n
t
e
r
•総
務
庁
所
管
法
人
）

と
日
本
の
開

労
働
力
、

消
費
な
ど
に
変
化
を
き

と
、

人
間
の
尊
厳
を
高
め
る
に
恒
常
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

--: 
ミ経
済
成
長
や
開
発
の
究
極
の
目
的
は
全
人
類
の
福
祉
の
向
上
に
あ
る
こ
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そ
の
見
学
内
容
は
幾
分
変
っ
て
、

全
部
丸
ご
と
参
考
に
す
る
の
で
は
な
く
、

や
ア
メ
リ
カ
に
大
勢
の
関
係
者
が
出
掛
け
て
行
く
。

し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、

少

し

で

も

参

考

に

な

る

事

例

探

し

に

北

欧

周
知
の
よ
う
に
、

わ
が
国
は
世
界
に
類
例
の
な
い
人
口
の
高
齢
化
に
遭
遇

に
含
め
て
、

以
下
記
述
す
る
。

す
る
と
こ
ろ
だ
が
、

そ
の
た
め
｀

像
だ
が
、

と
こ
で
は

「
人
口
高
齢
化
」

を
主
題
に
し
て
、

高
齢
者
は
そ
の
中

r)ヽ．
 

入っ

A
G
I
N
G
と
い
う
語
は
そ
の
時
ど
き
で
二
つ
の
対
象
が
あ
っ
て
難

前
述
の
よ
う
に
、

高
齢
者
問
題
あ
る
い
は
人
口
高
齢
化
の
問
題
と
い
う
よ

2 ヽ
問
題
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
く
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。

行
動
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に
世
界
の
エ
イ
ジ
ン
グ

と
い
う
決
議
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、

今
後
、

国
連
は

W

A

A
に
よ
る

14

つ
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
、

予
定
で
あ
る
。

日
本
の
国
際
協
力

世
界
人
口
会
議
の
よ
う
に

-
0
年
毎
に

W

A

A
を
開
催
す
る

国
連
は
各
国
政
府
問
題
に
よ
る

W

A

A
を
小
規
模
に
開
く

中
国
や
ア
セ
ア
ン
諸
国
と
の
専
門
家
交
流
に
よ
る
研
究
協
力
な
ど
は
そ
の

け
る
贔
齢
化
問
題
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
、

国
連
人
口
基
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で日

本
の
黒
田
俊
夫
先
生
が

化
問
題
が
採
り
上
げ
ら
れ
、

世
界
の
各
地
域
レ
ベ
ル
あ
る
い
は
途
上
国
に
お

そ
の
他
、

一
九
八
四
年
か
ら
高
齢

究
し
、

ま
た
そ
の
関
係
専
門
家
の
研
修
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

究
所
は
、

主
と
し
て
開
発
途
上
諸
国
の
高
齢
化
や
高
齢
者
問
題
に
つ
い
て
研

U
N
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
A
g
i
n
g
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
 

こ
の
研

マ
ル
タ
島
に
設
置
し
た
い
旨
の
提
案
を
し
た
が
、

人
材
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
情
報
活
動
を
行
う

こ
れ
が
一
九
八
九
年
五
月

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

「
国
連
高
齢
化
問
題
研
究
所
」

一
九
八
―
―
年
の

W

A

A
で、

マ
ル
タ
代
表
は
、

を

高
齢
者
問
題
に
従
事
す
る



に
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、

中
国
等
ア
ジ
ア
諸
国
に
し
て
み
れ
ば
、

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

勿
論
、

高

齢

化

先

進

国

に

と

っ

て

も

日

本

は

実

る
理
由
は
、

日

本

の

人

口

が

世

界

特

に

開

発

途

上

諸

国

の

モ

デ

ル

と

し

て

適

タ
ー
と
い
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

エ
イ
ジ
ン
グ
総
合
研
究
セ
ン

最
も
説
得
力
あ

関
す
る
会
議
を
開
い
て
き
た
。

そ
の
理
由
は
、

国
連
人
口
部
は
、

こ
れ
ま
で
三
回
に
わ
た
っ
て
、

日
本
で
人
口
高
齢
化
に

れ
て
い
る
。

な
り
、

そ
こ
で
は

「
東
洋
型
」

が

重

要

な

テ

ー

マ

と

し

て

論

じ

ら

れ

研

究

さ

し
こ
の
数
年
来
、

国

際

会

議

等

に

多

く

の

ア

ジ

ア

諸

国

が

出

席

す

る

よ

う

に

の
み
が
先
進
諸
国
と
全
く
異
端
で
討
論
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。

ヽ
~

し
カ

か
つ
て
｀

高
齢
者
の
問
題
で
国
際
会
議
に
参
加
す
る
と
、

日
本
の
高
齢
者

持
つ
も
の
に
気
づ
き
始
め
た
の
で
あ
る
。

者
の
思
考
や
処
生
、

あ
る
い
は
親
子
の
関
係
に
、

や

高

齢

者

事

情

が

情

報

と

し

て

提

供

さ

れ

る

こ

と

も

あ

っ

て

東

洋

の

高

齢

多
く
の
日
本
人
が
日
本
の

に
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
近
頃
は
、

中
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
の
高
齢
化
問
題

こ
の
よ
う
に
、

わ

が

国

の

関

係

者

も

日

本

型

対

策

の

創

造

を

考

え

る

傾

向

創
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

い
る
条
件
が
両
国
で
は
全
く
異
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
条
件
の
上
に
対
策
が

開
莱
医
が
成
立
ち
医
者
も
多
か
っ
た
、

と

い

う

よ

う

に

そ

の

基

底

と

な

っ

て

ス
が
不
可
欠
で
あ
り
、

デ

ン

マ

ー

ク

で

は

国

土

が

フ

ラ

ッ

ト

で

あ

っ

た

た

め

風
土
が
違
っ
て
い
た
か
ら
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
集
中
医
療
や
巡
回
サ
ー
ビ

る
と
内
容
が
大
変
違
う
こ
と
に
気
づ
か
れ
よ
う
。

そ

れ

は

そ

れ

ぞ

れ

に

地

勢

そ
の
高
齢
者
福
祉
が
全
く
同
様
に
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、

よ
く
見

高

齢

化

対

策

先

進

国

と

い

わ

れ

て

い

る

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

や

デ

ン

マ

ー

ク

を

見
る
と
き
、

い
る
。

に
な
っ
た
。

所
謂
「
日
本
型
高
齢
化
対
策
」

ヽ
ー
ド

ノ

を
つ
く
る
方
向
に
動
き
始
め
て

ソ

フ

ト

と

も

そ

の

部

分

に

習

う

も

の

を

探

し

て

く

る

と

い

う

よ

う
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す
で
に
、

中
国
に
は

の
焦
点
が
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

け
な
い
状
況
に
な
っ
た

•
五
、
浙
江
省

が
設
立
（
一
九
八
四
年
）

•
五
、

中
国
の
一
九
八
九
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
＿
＿
・
ニ
五
、

゜
人
口
問
題

天
津
等
の
都
市
部
で
は

上
悔
、

北
京
、

念
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

れ
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

時
間
と
予
算
が
あ
れ
ば
家
族
計
画
の
進
展
と
経

活
水
準
」

と

若
干
の
調
壺
研
究
協
力
も
あ
る
が
、

調
牡
が
目
的
で
あ
っ
て
、

率
と
生
活
水
準
の
関
係
調
蒼
」

人
口
政
策
上
極
め
て
重
要
な
調
査
で
あ
り
、

側
の
応
接
、

貴
重
な
技
術
協
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
出
生
率
」

•
三
I
-

そ
の
間
の
中
国

日
本
側
も
そ

済
•
生
活
水
準
の
向
上
と
の
相
関
関
係
の
画
期
的
指
標
等
も
作
り
得
た
と
残な

ど
極
め
て

低
く
な
っ
て
い
る
。
中
国
の
計
画
生
育
も
高
齢
化
問
題
に
知
識
が
な
い
と
い

（
浙
江
省
計
画
生
育
・
徐
愛
光
主
任
）

「
老
齢
問
題
全
国
委
員
会
」

と
の
相
関
と
い
う
関
点
で
は
十
分
な
分
析
が
な
さ

益
に
な
ら
な
い
こ
と
は
で
き
る
だ
け
控
え
て
協
力
し
た
。

こ
の
調
蒼
は

「
生

の
点
に
は
十
分
配
慮
し
、

日
本
人
専
門
家
と
し
て
の
関
心
事
で
も
相
手
側
に

調
蒼
活
動
の
熱
心
さ
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

一
万
世
帯
を
対
象
に
二
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
が
、

行
う
手
法
は
、

そ
の
調
査
は
吉
林
省

調
蒼
を
行
い
、

を
中
国
政
府
と
協
力
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
。

集
計
•
分
析
を

そ
う
い
う
意
味
で
は
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
中
国
に
と
っ
て
は
、

国
際
協
力
事
業
団
は
こ
の
調
封
を
エ
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
見
な
し
て
お
り

ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
は
、

そ
の
創
設
時
に
中
国
の
吉
林
省
で

「
出
生

る
。

し
た
が
っ
て
相
手
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
。

当
該
国
へ
の
技
術
協
力
で
は
な
い
の
が
実
情
で
あ

そ
れ
は
国
際
協
力
を
行
っ
て
い
る
評
価

て
い
る
が
、

そ
の
主
力
は
家
族
計
画
と
人
口
統
計
教
育
に
終
始
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
人
口
分
野
で
の
国
際
協
力
は
既
に
四
半
世
紀
に
も
な
ろ
う
と
し

の
対
応
対
策
は
ま
た
と
な
い
教
材
と
な
る
。

日
本
の
出
生
率
低
下
や
そ
の
後
の
高
齢
化
は
先
行
事
例
で
あ
り
、

そ
の
問
題
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全
国
の
省
市
、

一
九
八
七
年
か
ら
、

学
会
会
議
」
、

題
意
識
を
持
ち
、

料
や
ノ
ウ
・

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

中
国
へ
の
技
術
協
力
で
あ
り
、

各
種
の
調
査
研
究
を
提
供
し
、

日
本
で
行
わ
れ
た

中
国
関
係
者
が
類
似
の
調
壺
を
実
施
す
る
。

そ
の
調
査
や
分
析
の
過
程
で
経
験
協
力
も
す
る
方
式
で
あ
る
。

人
口
問
題
が
国
際
的
課
題
と
な
っ
て
以
来
二

0
余
年
、

力
材
料
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

「
国
際
老
年

も
先
進
国
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
人
口
専
門
家
が
多
く
い
る
。
彼
等
は
常
に
問

こ
う
し
た
国
際

わ
が
国
の
人
口
動
向

そ
し
て
そ
の
対
応
が
広
く
世
界
の
注

そ
の
経
験
資

ハ
ウ
を
提
供
す
る
こ
と
は
実
に
容
易
な
協
力
で
は
な
か
ろ
う
か
。

目
を
集
め
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

と
こ
れ
に
伴
う
社
会
経
済
的
諸
問
題
、

の
拠
出
も
重
要
で
は
あ
る
が
、

わ
が
国
の
モ
デ
ル
的
人
口
事
情
が
最
高
の
協

状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

わ
が
国
が
人
口
分
野
で
協
力
す
る
に
は
、

国
連
等
へ

調
査
研
究
や
情
報
交
流
を
望
ん
で
い
る
。

開
発
途
上
諸
国
に

日
中
両
国
の
専
門
家
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
。

「
人
口
高
齢
化
と
家
族
問
題
に
関
す
る
国
連
会
議
」

な
ど
で

成
果
は
、

「
人
口
高
齢
化
と
都
市
化
に
関
す
る
国
連
会
議
」

す
で
に
そ
の

の
協
力
は
原
則
と
し
て
｀

調
脊
」

な
ど
を
ェ
イ
ジ
ン
グ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
実
施
し
て
い
る
が
、

そ

「
上
海
市
と
東
京
都
の
裔
齢
者
の
生
活
・
意
識
比
較

人
材
派
遣
等
々
の
事
業
を
総
合
的
に
お
し
進
め
て
い
る
。

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、

の
活
動
は
、

わ
が
国
の
バ
ラ
バ
ラ
で
タ
テ
割
り
の
老
人
活
動
と
違
っ
て
、

さ
れ
、

郷
鎮
に
ま
で
下
部
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

シ’ そ
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林
水
産
大
臣
に
就
任
。

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
、

同

総

務

副

会

長

党
副
幹
事
長
五
期
（
筆
頭
副
幹
事
長
二
期
）

同
全

次
官
、

自
民

衆
院
六
期
を
務
め
、

農

林

政

務

佐

藤

隆

理

事

長

は

新

潟

県

亀

田

町

叙
し
た
。

に

つ

く

し

た

功

績

に

よ

り

従

三

位

勅

一

等

瑞

宝

章

に

去
し
た
。
六
十
三
オ
。

政
府
は
同
氏
の
生
前
、

国

政

国
連
平
和
賞
受
賞
者
で
あ
る
本
財
団
理
事
長
、

（
衆
議
院
議
員
、

月
十
七
日
夜
、

藤
隆
氏

元
殷
林
水
産
大
臣
）

肝

不

全

の

た

め

束

京

逓

信

病

院

で

死

出
身
。
参
院
二
期
、

衆
・
参
両
院
殷
林
水
産
常
任
委
員
長
、

国
組
織
委
員
長
、

同
広
報
委
員
長
、

な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
。

（
新
潟
二
区
）

第

一

次

竹

下

内

閣

の

農

日
米
殷
産
物
交
渉
で
牛
肉
、

は

四
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を
視
察
し
た
時
、

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

ら
れ
て
い
た
。

栄

詭

失

謡

で

道

端

で

死

ん

で

い

く

子

供

福

に

結

び

つ

く

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

ー

」

と
い
う
人
間
性
が
据
え

く
し
み
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
口
問
題
の
解
決
は
、

原
点
に
は
生
命
へ
の
い
つ

人
口
問
題
に
対
す
る
佐
藤
隆
理
事
長
の
理
念
の
根
底
に
は

「
人
間
は
、

身
を
捧
げ
た
。

口
と
開
発
と
い
う
中
心
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
、

世
界
人
類
の
平
和
の
た
め
に

の
栄
誉
が
物
語
る
よ
う
に
、

人

ま
た
、

厳
し
い
態
度
で
臨
ん
だ
。

給
自
足
す
る
こ
と
が
原
則
」

と
主
張
、

コ
メ
の
輸
入
自
由
化
に
は
徹
底
し
て

農
政
の
第
一
人
者
と
い
わ
れ
、

食
糧
問
題
で
は

「
主
要
食
糧
は
自
国
で
自

さ
せ
た
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

て
わ
が
国
初
の

の
存
立
を
守
り
、

を
講
じ
た
。

の
三
大
テ
ー
マ
。
自
然
災
害
で
両
親
と
子
息
二
人
を
失
な
っ
た
悲
し
い

「
個
人
災
害
救
済
法
」

「
災
害
」

「
人
口
と
期

岸
•
福
田
両
元
首
相
に
次
い
で
三
人
目
と
い
わ
れ
る
人
口
問
題
に

対
す
る
貞
献
で
受
賞
し
た

「
国
連
平
和
賞
」

人
ひ
と
り
が
愛
と
希
望
の
大
切
な
対
象
で
あ
る
。

を
団
長
と
す
る
ア
ジ
ア
人
口
事
情
視
察
団
の
一
員
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

消
端
で
生
ま
れ
、

個
々
の
人
間
の
幸

附
和
四
十
八
年
三
月
、

岸

信

介

元

首

相

た
ち
の
悲
惨
な
現
状
を
み
た
時
に
は
じ
ま
る
。

以
来
同
四
十
九
年
四
月
に
は
超
党
派
の
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
の
発

を
七
年
が
か
り
で
議
員
立
法
で
成
立

体
験
か
ら
災
害
防
止
と
救
済
制
度
の
確
立
の
た
め
に
奔
走
、

世
界
に
先
が
け

発
」
佐
藤
隆
理
事
長
の
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
は

「
食
糧
」

足
腰
の
強
い
日
本
農
業
を
構
築
す
る
た
め
に
万
全
の
措
置

オ
レ
ン
ジ
を
初
め
と
す
る
市
場
開
放
問
題
の
難
交
渉
に
当
り
、

わ
が
国
農
業
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表、

タイ国プンチャナ上院副議長を

表敬訪問 ('90.10. 15) 

直近の活動を偲んで…•

会議出席者に挨拶をする

('91. 2 . 25) 

第3回AFPPD大会で('90.10. 15) 

第 7 回人口• 開発アジア国会議員
代表者会議開会式で ('91.2. 25) 

参
列
者
は

(
A
P
D
A
)
 

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

本
願
寺
で
営
ま
れ
、

福
田
元
首
相
、

事
務
局
長
｀

ジ
ョ
セ
フ
・
タ
イ
デ
ン
グ
ス
人
口
危
機
委
員
会
委
員
長
、

。
フ
ラ

海

外

か

ら

は

ナ

フ

ィ

ス

・

サ

デ

ィ

ッ

ク

国

連

人

口

基

金

葬
儀
委
員
長
の
海
部
首
相
は
じ
め
各
閣
僚
、

各

政

党

代

佐
藤
隆
理
事
長
の
自
民
党
葬
は
、

人
目
の

を
贈
っ
て
そ
の
労
に
報
い
た
。

た
国
連
は
、

昭
和
六
十
年
三
月
、

岸
•
福
田
元
首
相
に
続
き
、

わ
が
国
で

人

口

問

題

に

つ

く

し

た

多

年

に

わ

た

る

佐

藤

隆

理

事

長

の

功

績

を

評

価

し

(
A
F
P
P
D
)
 を
そ

れ

ぞ

れ

結

成

し

て

人

口

問

題

の

解

決

に

力

を

つ

く

し

A
F
P
P
D
で
は
連
続
三
期
議
長
に
推
挙
さ
れ
て
い
る
。

「
国
連
平
和
賞
」

五

月

二

十

三

日

正

午

か

ら

東

京

・

築

地

ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン

A
F
P
P
D
事
務
総
長
ら
も
出
席
、

干
人
を
超
え
る
盛
儀
で
故
人
の
遺
徳
を
偲
び
、

冥
福
を
祈
っ
た
。

発
協
会

を
、

翌

三

月

に

は

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

足
の
原
動
力
と
な
り
、

同
五
十
七
年
二
月
に
は
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
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で
、
国
連
人
口
基
金

（
参
•
公
）
、

堂
本
暁
子
議
員

(
U
N
F
P
A
)
 

森
暢
子
議
員

（
参
・
社
）
、

（
参
•
自
）
、

岡
崎
卜
、
‘
、
子
議
員

（
参
・
社
）
、

（
衆
・
社
）
、

大

野

由

利

肥
田
美
代
子
議
員

日
本
側
の
出
席
議
員
は
清
水
嘉
与
子
議
員

中
西
珠
子
議
員

（
参
・
社
）

世
界
の
人
口
•
開
発
・
女
性
に
つ
い
て
懇
談
を
行
っ
た
。

の
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
を
迎
え

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
の
女
性
議
員
が
六
月
二
十
五
日
参
議
院
会
館

国際人日問題議員懇女性議員
サディック UNFPA事務局長を迎えて懇談会

サディック事務局長（前列中央）を囲んで
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て
い
る
。

こ
の
内
の
九
十
六
％
は
充
分
予
防
可
能
）

ま
た
十
代
の
母
親
か

（
途
上
国
で
は
毎
年
五
十
万
人
の
母
親
が
分
娩
時
に
死
亡
し

女
性
の
健
康
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
十
代
の
母
親
の
出
産
時
に
お
け
る

壺
結
果
で
、

女
性
の
識
字
率
の
高
さ
と
家
族
数
の
規
模
は
反
比
例
し
て
い
る
。

い
る
の
が
、

各
国
で
行
わ
れ
た
女
性
の
識
字
率
と
家
族
の
規
模
の
関
係
の
調

死
亡
率
が
高
く

女
子
教
育
が
家
族
計
画
に
有
効
で
あ
る
こ
と
、

こ
れ
が
顕
著
に
現
わ
れ
て

見
が
優
先
し
て
い
る
。

そ
れ
も
男
の
子
を
生
む
こ
と
が
課
せ
ら
れ
、

家
族
計
画
に
つ
い
て
も
夫
の
意

し
か
し
多
く
の
途
上
国
で
は
、

女
性
の
役
割
は
子
供
を
生
む
こ
と
に
あ
り
、

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
と
。

経
済
・
社
会
・
開
発
に
対
し
て
女
性
の
参
加
｀

地
位
、

を
更
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
。

と
り
わ
け
女
の
子
に
対
す
る
教
育
を
強
化
す
る

あ
る
。

ま
ず
政
府
の
強
い
政
治
的
意
志
・
決
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
教
育

余
り
の
経
験
か
ら
こ
れ
を
実
行
で
き
る
と
い
う
確
信
を
持
っ
て
い
る
。

億
六
干
七
百
ガ
組
に
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

と
し
て
は
人
口
の
安
定
化
の
た
め
に
、

西
暦
二

0
0
0
年
ま
で
に
世
界
の
六

お
り
、

西
暦
二

0
0
一
年
に
は
六
十
四
億
人
と
予
測
さ
れ
る
。

世
界
の
人
口
は
、

子
議
員
代
理

（
衆
•
公
）現

在
五
十
四
億
人
、

毎
年
九
千
五
百
万
人
が
増
加
し
て

U
N
F
P
A
 

0
％
の
カ
ッ
。
フ
ル
に
効
果
的
で
安
全
な
避
妊
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
現
在
避
妊
を
行
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
三
億
八
千
百
万
組
を
五

過
去
二
十
年

人
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
い
く
つ
か
の
要
素
が
必
要
で

役
割
を
高
め

長
率
を
抑
制
し
て
い
く
上
で
家
族
計
画
が
重
要
な
戦
略
で
あ
る
と
語
っ
た
。

サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
は
、

人
類
が
生
き
残
る
た
め
に
、

世
界
の
人
口
成

に

は

し‘
っ

た

゜

郎
会
長
、

佐
藤
隆
会
長
代
理
の
ご
逝
去
に
対
す
る
弔
辞
が
述
べ
ら
れ
、

本

論

懇
談
は
清
水
議
員
の
進
行
に
よ
り
、

゜

サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
の
安
倍
晋
太
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の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

生
産
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

現

在

ユ

ニ

セ

フ

と

共

同

で

数
字
に
情
報
修
正
し
た
よ
う
だ
。

人
口
抑
制
の
た
め
に
、

今
回
の
数
字
に
鑑
み
て
十
三
億
人
と
、
よ
り
現
実
的
な

中
国
の
国
勢
閲
祉
に
よ
る
と
現
在
人
口
が
十
一
億
人
、

少

し

前

ま

で

は

国

さ
れ
る
。

中
国
で
の

U
N
F
P
A
の

活

動

の

状

況

に

つ

い

て

の

質

問

が

の
国
会
で
男
性
議
員
に
理
解
を
し
て
も
ら
い
、

最

終

的

に

超

党

派

で

法

案

を

中
国
か
ら
帰
国
直
後
の
中
西
議
員
よ
り
、

育

児

休

暇

法

案

に

つ

い

て

日

本

実
感
し
た
と
述
べ
た
。

教

育

か

一

番

大

事

だ

と

森
議
員
が
、

た
ち
が
途
中
で
学
校
へ
行
か
な
く
な
る
状
況
を
見
、

通
し
た
話
と
、

家
計
画
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
西
暦
―

1
0
0
0
年

に

十

二

億

人

に

留

め

る

と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

イ
ン
ド
で
女
性
と
教
育
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
が
、

子

供

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
っ
た
。

五
億
ド
ル
で
あ
る
が
、

西
暦
二

0
0
0
年

ま

で

に

年

間

九

十

億

ド

ル

に

増

や

こ
の
よ
う
な
人
口
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
は
現
在
四
十

態
度
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
相
当
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

家
族
計
画
に
対
す
る
社
会
、

文
化
的
な
側
面
、

人
々
の
考
え
方
、

避

妊

具

の

改

良

と

子

供

の

教

育

中
国
で
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム

価
値
観
、

と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
受
け
、

健

や

か

に

育

っ

て

い

く

こ

と

を

見

守

る

責

任

が

両

方

の

親

に

あ

る

じ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
子
供
た
ち
が
き
ち
ん
と
食
べ
、

教

育

う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
男
性
に
教
育
し
、

子

供

は

男

の

子

も

女

の

子

も

同

国
家
の
開
発
は
男
女
平
等
に
投
資
を
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、

で
あ
る
。

娠

を

止

め

る

た

め

に

ら
生
れ
る
乳
幼
児
の
死
亡
率
も
高
い
。

U
N
F
P
A
は
、

そ
の
た

危

険

を

伴

な

う

妊

『
安
全
を
高
め
る
た
め
の
母
性
保
護
』

運

動

を

展

開

中

め

に

は

男

も

女

も

家

庭

を

持

ち

子

供

を

育

て

て

い

く

上

で

は

同

じ

責

任

を

担
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い
く
こ
と
で
懇
談
会
を
終
え
た
。

動

な

ど

の

問

題

に

ど

の

よ

う

に

影

響

し

て

く

る

か

に

つ

い

て

議

論

を

重

ね

て

人
口
の
増
加
が
、
開
発
、

貧
困
、

環
境
、

食
糧
、

国
際
的
な
人
の
流
れ
、

一
時
間
半
熱
心
な
討
論
が
展
開
さ
れ
、

移

昼
食
を
交
え
て
の

次
回
に
は
更
に

っ
て
し
ま
う
と
い
う
話
か
ら
世
界
平
和
に
話
が
移
っ
た
。

る
と
子
供
は
子
供
心
に
そ
れ
が
あ
た
り
ま
え
に
な
り
、

暴
力
的
な
大
人
に
な

け
で
な
く
内
戦
状
態
の
中
で
、

暴

力

行

為

を

日

常

的

に

眼

の

当

り

に

し

て

い

は
な
ら
な
い
と
の
話
が
出
、

サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
も
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
だ

安
定
な
様
子
に
危
惧
を
感
じ
、

戦

闘

状

態

を

終

結

し

な

け

れ

ば

問

題

解

決

に

24

供
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
が
、

夫
が
避
妊
手
術
を
受
け
る
よ
り
、

岡
崎
議
員
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
訪
問
の
際
、

家
族
計
画
、

女
性
の
保
護
、

子

供

た

ち

の

情

緒

不 子

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
述
べ
た
。

が
よ
い
と
い
う
風
潮
が
生
ま
れ
て
い
る
、

そ

の

陰

に

は

夫

の

強

い

意

見

が

あ

う
に
な
り
、

自

分

が

手

術

を

受

け

た

ほ

う

の
方
が
多
か
っ
た
。

現

在

は

女

性

の

避

妊

手

術

も

か

な

り

簡

単

に

で

き

る

よ

は
女
性
の
避
妊
手
術
は
難
し
く
手
術
も
日
数
が
か
か
り
、

簡

単

に

済

む

男

性

同
事
務
局
は
女
性
も
男
性
も
男
性
の
避
妊
手
術
に
抵
抗
が
あ
る
よ
う
だ
。

昔

女
性
か
ら
、

と
を
聞
い
た
が
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
ら
れ
る
か
と
い
う
質
問
が
あ
り
、

男

性

の

不

妊

手

術

に

つ

い

て

女

性

に

も

抵

抗

が

あ

る

と

い

う

こ

題
が
草
の
根
レ
ベ
ル
で
展
開
さ
れ
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
が
、

そ
の
時
あ
る

肥
田
議
員
よ
り
昨
年
の
ス
リ
・
ラ
ン
カ
人
口
事
情
視
察
の
際
に
、

は
非
常
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

人
口
問



ス
リ
ラ
ン
カ
は
…
…
北
海
道
の
約

O
•

八
倍
の
島
国
で
、

一
般
的
に
は
セ
イ

ナ
ダ
ー
ル
議
員
並
び
に
ア
ト
ラ
ト
ム
ダ
リ
大
臣
夫
人
、

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
議
員

A
P
D
A

の
議
員
派
遣
受
入
れ
事
業
と
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
•
開
発
議

員
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
が
平
成
―
―
一
年
四
月
一
五
日
か
ら
ニ
―
―
日
ま
で
来
日
、

日
本
の
人
口
•
開
発
事
情
視
察
」

団
長
L
•

ア
ト
ラ
ッ
ト
ム
ダ
リ
教
育
•
高
等
教
育
大
臣
、

ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
•
開
発
議
員
連
盟
会
長
、

議
連
副
会
長
、

D
・
セ
ナ
ナ
ヤ
ケ
議
員
、

夫
人
と
キ
リ
エ
ラ
議
員
夫
人
の
八
名
。

L

・
キ
リ
エ
ラ
議
員
、

P

・
カ
シ

N
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
議
員
・
同

訪
日
議
員
は
、

を
行
っ
た
。

-, 

スリランカ議員団を受け入れて

日本の人口 • 開発事情を視察

麹町保健所にて
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で
は
一
九
八

看
護
婦
一
人
当
り
人
口
は
日
本
で
は
一
九
八

ス
リ
ラ
ン
カ
は
七
、

四
六

0
人
で
、

日

医
師
一
人
当
り
人
口
が
日
本

よ
う
に
空
き
ベ
ッ
ド
が
目
立
つ
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

こ
こ
に
、

医
師
及
ぴ

足
し
て
い
る
と
い
う
。

日
本
の
看
護
婦
不
足
も
深
刻
だ
が
、

の
理
由
を
担
当
者
に
た
ず
ね
る
と
、

医
師
、

看
護
婦
が
ベ
ッ
ド
数
に
比
べ
不

ド
を
有
す
る
総
合
病
院
を
見
学
し
た
が
各
病
棟
と
も
患
者
数
が
少
な
い
。

そ

棟
は
フ
ル
稼
動
し
、

ロ
ン
茶
の
産
出
国
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

九
年
を
対
比
し
て
み
る
と
、

低
下
さ
せ
て
き
た
。

率
及
び
死
亡
率
の
低
下
が
計
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

ン
カ
も
南
ア
ジ
ア
の
中
で
は
出
生
率
及
び
死
亡
率
が
決
し
て
高
く
な
い
と
は

言
え
、

日
本
の
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
が
他
の
ア
ジ
ア
諸
国

国
立
医
療
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た

本
の
約
八
分
の

医
療
器
具
、

ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
問
し
た
折
、

一
年
現
在
九
七

0
人、

一
で
あ
る
。

薬
品
も
完
備
し
て
い
る
。

筆
者
が
三
年
前

本
の
栂
子
保
健
に
つ
い
て
講
議
を
受
け
｀

病

一
行
は
我
妻
尭
産
婦
人
科
部
長
か
ら
日

に
対
し
高
い
水
準
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

不
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

六

•
O
協
で
、

日
本
の

•
四
協
、

七

•
O
協
よ
り
か
な
り
高
い
数
値
を

依
然
一
九
八
五
年
ー
九

0
年
平
均
で
出
生
率
ニ
ニ
•
五
協
、

死
亡
率

こ
の
点
に
関
し
ス
リ
ラ

に
国
、

県
及
び
市
町
村
さ
ら
に
保
健
婦
と
地
域
住
民
の
協
力
に
よ
っ
て
出
生

こ
れ
は
、

日
本
が
国
土
が
狭
い
こ
と
も
あ
る
が
、

実

際

日
本
は
戦
後
、

ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
期
を
除
き
着
実
に
出
生
率
及
び
死
亡
率
を

下
し
て
い
る
が
、

わ
ず
か
に
野
菜
の
輸
出
量
が
伸
び
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

米
、

コ
コ
ナ
ッ
ツ
、

産
婦
人
科
病
棟
を
見
学
し
た
。

日
本
の
協
力
で
建
て
ら
れ
た
一

0
0
0
ベ
ッ

看
護
婦
一
人
当
り
の
人
口
の
デ
ー
タ
が
あ
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の

茶
、

ゴ
ム
の
生
産
量
は
低

と
か
な
り
低
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

農
業
で
も
主
要
作
物
が
一
九
八
六
年
と
八

四

0

0
ド
ル
で
、

こ
こ
数
年
躍
進
を
と
げ
て
い
る
ア
セ
ア
ン
諸
国
と
比
べ
る

貧
困
な
イ
メ
ー
ジ
が
お
き
な
い
。

経
済
面
は
国
民
一
人
当
り
の

G

N

P
は
約

み
る
と
、

イ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
比
べ
高
く
、

決
し
て

し
か
し
、

保
健
水
準
や
識
字
率
で
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一
ル
・
ナ
ワ
ラ
ト
ネ
氏
は
、

効
率
の
良
い
日
本
の
流
通
シ
ス
テ
ム
を

日
で

れ
る
。

事
実
、

今
回
の
議
員
団
に
随
行
し
た
慶
応
大
学
博
士
課
程
に
学
ぶ
ス

ス
リ
ラ
ン
カ
の
流
通
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
日
本
の
協
力
が
望
ま

そ
う
で
あ
る
。

者
の
手
に
渡
る
前
に
腐
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
は
国
家
に
と
っ
て
も
大
き
な
損

失
で
あ
る
。

農

業

生

産

が

ど

ん

な

に

伸

び

て

も

生

産

さ

れ

た

も

の

が

消

費

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
流
通
シ
ス
テ
ム
が
不
備
な
た

シ
ス
テ
ム
に
も
一
行
は
大
き
な
興
味
を
示
し
た
。

検
診
を
見
学
し
た
。

て
福
岡
ま
で
新
幹
線
で
行
き
帰
国
し
た
。

屋
ま
で
新
幹
線
で
住
復
し
た
。

＜
宅
配
便
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
日
や
二
日
で
物
が
と
ど

め
野
菜
な
ど
は
産
地
か
ら
市
場
に
と
ど
く
ま
で
に
約
四

0
％
は
腐
っ
て
し
ま
う

日
本
の
交
通
シ
ス
テ
ム
は
も
と
よ
り
、

流
通

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
議
員
も
休
日
名
古

が
興
味
を
示
す
。

事
実
、

ア
ト
ラ
ッ
ト
ム
ダ
リ
団
長
は
日
程
を
一
部
変
更
し

で
あ
る
。

時
速
二

ookm
で
走
る
新
幹
線
に
一
度
は
乗
っ
て
み
た
い
と
誰
も

ン
カ
の
議
員
の
み
な
ら
ず
ど
の
国
の
議
員
も
関
心
を
も
つ
の
が

”
新
幹
線
“

約
一
週
間
に
わ
た
り
議
員
団
の
お
世
話
を
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

ス
リ
ラ

一
九
八
七
年
現
在
三
〇
協
で
今
後
一
層
の
改
善
が
望
ま
れ
て
い
る
。

死
亡
率
は
四
•
八
陥
と
世
界
の
最
高
水
準
に
達
し
た
。

一
方
ス
リ
ラ
ン
カ
は

き
な
努
力
を
は
ら
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、

一
九
八
八
年
現
在
日
本
の
乳
児

室`

日
本
は
戦
後
、

「
母
子
健
康
手
帳
」

母
子
保
健
水
準
の
向
上
の
た
め
大

で

で
管
理
し
、
常
に
健
康
な
母
と
子
で
あ
る
た
め
の
育
児
教

母
子
の
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ
こ
と
に
あ
る
。

妊
娠
、

出
産
、

育
児
ま

も
う
ひ
と
つ
の
目
的
は
、

他
の
先
進
国
に
は
な
い

予
防
も
治
療
も
行
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

年
視
在
ニ
―

0
人、

の
活
動
範
囲
が
日
本
と
ス
リ
ラ
ン
カ
を
は
じ
め
他
の
国
々
と
の
違
い
を
学
ぶ

た
め
で
あ
る
。

（
保
健
所
）

「
母
子
健
康
手
帳
」

日
本
の
保
健
所
は
予
防
の
み
を
行
い
、

麹
町
保
健
所
見
学
の
目
的
の
ひ
と
つ
は

あ
る
。

ヽ

ス
リ
ラ
ン
カ
は
一

”
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ

に
よ
る

他
の
国
々
の
よ
う
に “ 

二
六

0
人
で
日
本
の
六
分
の
一
で
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福田赳夫元総理を囲んで
正

闘
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
業
務
課
長

藤

遠

昭

交
流
さ
ら
に
両
国
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
訪
日
が
議
員
レ
ベ
ル
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

広
く
民
衆
レ
ベ
ル
の

々
に
対
し
将
来
の
人
材
を
育
成
す
る
意
義
は
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

金
か
ら
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
。

小
額
で
は
あ
る
が
広
く
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人

ハ
ポ
ー
ラ
奨
学
基
金
を
設
立
し
、

す
で
に
二
三
、

か
で
あ
る
。

0
0
0
名
の
学
生
が
同
基

そ
こ
で
ア
ト
ラ
ッ
ト
ム
ダ
リ
団
長
は
、

自
ら
一
九
八
一
年
に
マ

し
か
し
中
等
教
育
と
な
る
と
六

0
%
、

l00~ 

達
成
し
た
。

大

学

へ

の

進

学

と

な

る

と

ご

く

わ

ず

す
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
初
等
教
育
へ
の
就
学
は
ほ
ぼ

最
後
に
、

ア
ト
ラ
ッ
ト
ム
ダ
リ
団
長
が
す
す
め
て
い
る
奨
学
基
金
を
紹
介

も
早
く
ス
リ
ラ
ン
カ
に
導
入
し
た
い
と
語
っ
て
い
た
。

-28-



年
間
に
日
本
の
総
人
口
を
は
る
か
に
上
回

こ
れ
は
、

中
国
の
十
一
億
四
千
万
人
に

八
億
四
千
三
百
九
十
三
万
人
で
、
過
去
十

た
国
勢
調
葎
の
速
報
値
を
発
表
し
た
。

今
年
三
月
一
日
現
在
の
イ
ン
ド
の
人
口
は

政
府
が
二
十
五
日
、

今
年
二
月
に
実
施
し

【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

25
日
1
1
竹
内
義
昭
】

る
一
億
六
千
万
人
も
の
増
加
ー
i
ー
イ
ン
ド

次
い
で
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
（
ス
ペ
イ
ン

（
朝
日
新
聞

イ
ン
ド
の
人
日
八
億
四
三
九
三
ガ
人

_
|
1
0
年
で
一
億
六

0
0
0
万
人
も
増
|
|

1

2

)

 
ー

.
3
.
 

，
 

て
約
七
百
三
十
万
人
と
な
っ
た
。

増
加
率
は
六
．

0
%
。

•
太
平
洋
諸
島
系
で
一
〇
七
•
八
％
増
え

-
％
か
ら
八

O・

―
―
-
％
に
低
下
し
た
。

種
別
の
増
加
率
が
最
も
高
い
の
は
ア
ジ
ア

白
人
の
人
口
比
率
は
前
回
調
壺
の
八

十
万
九
千
八
百
七
十
三
人
と
な
っ
た
。

人

-
％
に
倍
増
し
た
。

か
ら
几
•
八
％
増
え
、

二
億
四
千
八
百
七

民
の
比
率
は
前
回
の
二
•
五
％
か
ら
五

二
億
二
千
六
百
五
十
四
万
五
千
八
百
五
人

た
ワ
シ
ン
ト
ン
首
都
圏
で
も
ア
ジ
ア
系
住

口
は
一
九
八

0
年
実
施
の
前
回
調
査
時
の

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
集
中
し
て
い
る
。
ま

壺
の
人
種
別
統
計
に
よ
る
と
、
米
国
の
人

ア
ジ
ア
系
住
民
の
増
加
の
約
半
数
は
カ

局
が
十
日
発
表
し
た
昨
年
実
施
の
国
勢
調

て
い
る
。

【
ワ
シ
ン
ト
ン

11
日
1
1
共
同
】
米
統
計

ア
ジ
ア
系
米
人
、

が
三
七
•
九
％
増
で
約
二
百
万
人
、

が
一
三
・
ニ
％
増
の
約
―
―
一
千
万
人
と
な
っ
黒
人

10
年
で
俸
増

万
人
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ス
キ
モ
ー
系

に

語
系
）

が
五
三
％
増
で
約
二
千
二
百
四
十

ヽ

）
ら

ゅ
う
す

3
ぉ

む
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帯
構
成
と
所
得
の
二
点
に
つ
い
て
昨
年
六
、

八
％

（
前
年
一
九
•
三
％
）
、

も
と
も
と

し
た
五
万
二
千
世
帯
十
六
万
人
に
対
し
世

も
そ
の
数
は
、

最
も
多
い
二
人
が
一
七
・

調
査
は
国
勢
調
蒼
を
基
に
無
作
為
抽
出

急
激
に
ア
ッ
プ
。

子
供
を
抱
え
る
世
帯
で

近
付
い
て
い
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

て
お
り
、

深
刻
な
超
高
齢
社
会
が
着
実
に

二
千
四
百
七
十
万
世
帯
で
、

•
三
％
と
前
年
よ
り
一
―
-
.
0
ポ
イ
ン
ト
も

全
体
の
六

な
っ
て
四
世
帯
に
一
世
帯
を
大
き
く
超
え

十
八
歳
未
満
の
子
供
が
い
な
い
世
帯
は

家
族
に
高
齢
者
の
い
る
世
帯
数
も
最
高
と

五
世
帯
に
一
世
帯
を
超
え
た
。

離
れ
年
齢
に
達
し
た
こ
と
に
よ
る
。

半
面

で
も
一
人
麻
ら
し
世
帯
は

．0
％
と

roJ
と、

第
二
次
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
枇
代
が
親

か
ら
減
っ
て
最
低
記
録
を
塗
り
替
え
。
中

生
率
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
少
産
化
傾

員
は
三

•
O
五
人
と
前
年
の

1
0
人

礎
調
壺
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
空
前
の
出

千
万
の
大
台
を
突
破
。
逆
に
平
均
世
帯
人

十
八
日
、

を
超
え
、

厚
生
省
の

J
L
0
年
国
民
生
活
基

と
前
年
よ
り
ニ
・
ニ
％
増
え
、
初
め
て
四

史
上
最
高
に
な
っ
た
こ
と
が

世
帯
総
数
は
四
千
二
十
七
万
三
千
世
帯

子
供
の
い
な
い
世
帯
が
全
世
帯
の
六
割

七
月
に
実
施
、

全
国
値
を
割
り
出
し
た
。

子供いない冊滞6割超す

層民生活基礎調査J

1人暮らし増え2割以上

子供のいる世帯の割合の変化

子供のいる世帯 ＇`子供のいない世帯`

4人以J:

1975~、 53.0
80饂＼ヽ渭瓢鵬疇maJ49,9

85餃、＼爛瓢攣謳■J46. 7 
86~ 瓢委麟驀tt1J46.2
87~、＼顕雲蒻疇•144.7
88~\~\~ 零慕繹器・ 142.2 
89悩‘‘惰疇努i;ftlJ4!.)

90年~躙攣•138.7 

47.0] 

50. 1] 

旦
回
亘
彗
〗
戸0(%1 20 40 60 80 100 

国
勢
調
蒼
は
十
年
に
一
回
行
わ
れ
て
お

（
朝
日
新
聞
9
1
•
3
.
2
6
)

ド
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

加
率
は
二
三
•
五
％
だ
っ
た
。

を
占
め
て
お
り
、

六
人
強
に
一
人
が
イ
ン

八
千
―
―
一
百
余
万
人
で
、
過
去
十
年
間
の
増

次
ぐ
世
界
第
二
位
。
世
界
人
口
の
一
六
％

り
、
前
回
八
一
年
調
査
時
の
人
口
は
六
億
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五
年
に
は
八
十
五
億
四
百
万
に
な
る
と
し

人
で
安
定
す
る
と
し
て
い
る
。

一
年
ま
で
に
六
十
四
億
に
達
し
、

二
―
五

0
年
ご
ろ
に
よ
う
や
く
百
十
六
億

現
在
五
十
四
億
の
世
界
の
人
口
は
二

0
0

上
回
り
、

白
書
は
国
連
人
口
部
の
推
計
を
も
と
に
、

安
定
す
る
と
い
う
過
去
の
予
測
を
大
幅
に

人
口
基
金

て
い
る
。

そ
の
後
は
二

0
八
五
年
ご
ろ
に

0
人
と
な
り
、

な
く
な
っ
た
。

帯
増
え
、

前
年
よ
り

O
・
O
五
人
少

（
同
二
0
•
九
飴
）

え
て
お
り
、

の
二
百
三
十
一
万

開
発
途
上
国
か
ら
あ
ふ
れ
出
し
た
人

国
境
を
越
え
て
日
本
な
ど
の

な
る
だ
ろ
う
、

世
界
人
口
白
書
」

を
十
―
―
―
日
、

(
U
N
F
P
A
)
 が
発
表
し
た
。

二

0
ニ

二
十
二
世
紀
ま
で
増
加
を
続
け
、

国
連

と
す
る
九
一
年
版
「

先
進
諸
国
に
流
入
せ
ざ
る
を
得
な
く

十
‘

々
ー
0
年
に
総
人
口
が
百
億
人
に
到
達
。

こ
の
ま
ま
で
は
二

0
五

世
界
の
人
口
は
依
然
爆
発
的
に
増

世界の各地域、国別の人口予測

（単位100万人、国連人口部）
1990年 2025年

世界合計 5,292 8,504 
先進工業地域 1,206 1,354 
開発途上地域 4,086 7,150 ............................................................ 
アフリカ 642 1,5 7 
ザイール
タンザニア

36 贔
27 85 

ナイジェリア 109 281 
北アメリカ 276 332 
中南米 448 757 
アジア ~. 113 ,!,913 
中国 1,139 1,513 
インドネシア 184 286 
日本 124 128 
インド 853 1,442 
ヨーロッパ 498 515 
オセアニア 27 38 

人
日
二

0
五
0
年
に

0
0
億
人

ー
国
連
白
書
ー
増
加
の

95
％
は
途
上
国

，●  

免｝
一
千
人
。
夫
婦
だ
け
の
批
帯
も

•
四

（
毎
日
新
聞

1

9

)

 
2
 

•3• ，
 

％） 

で
独
居
老
人
は
全
国
で

tf
六
十
一
万

分
析
し
て
い
る
。

ら
し
世
帯
は
一
四
•
九
％

（
同
一
四
•
八

を
埋
め
る
子
供
が
誕
生
し
な
い
た
め
」
と

全
体
の
二
六

•
J
L
%。

一
人
暮

と
十
八
歳
を
超
え
家
か
ら
独
立
。

そ
の
後

は
千
八
十
1

万
六
千
世
帯
で
四
万
二
千
世

な
か
に
生
ま
れ
た
団
塊
第
二
世
代
が
次
々

六
十
五
歳
以
上
の
渦
齢
者
の
い
る
世
帯

つ
い
て
同
省
統
計
情
報
部
は

「
七
一
年
か

ら
七
四
年
の
第
二
次
ベ
ピ
ー
ブ
ー
ム
の
さ

子
供
が
い
る
批
帯
の
数
の
落
ち
込
み
に

全
世
帯
に
な
ら
し
て
平
均
す
る
と

O・

七

増
え
た
。

す
る
と

•
八
一
人
で
史
上
最
低
タ
イ
。

七
千
円
で
、

前
年
よ
り
二
十
一
万
四
千
円

七
％
）

と
滅
少
に
紺
止
め
が
な
く
、

平
均

一
世
帯
の
平
均
所
得
は
五
百
六
十
六
万

少
な
い
四
人
以
上
も

0
•
六
免

（
同

O・

四
千
世
帯
だ
っ
た
。

-31-



何
ら
か
の
方
法
に
よ
る
避
妊
実
施
率
が
初

る
と
警
告
。
国
際
的
な
人
口
戦
略
の
強
化

人
口
の
八
割
を
占
め
る
発
展
途
上
地
域
で
、

政
治
不
安
が
拡
大
す

国
連
人
口
基
金

ヽ

三
日

「
世
界
人
口
白
書

ー
未
来
へ
の
選
択
」
を
発
表
し
た
。

世
界

流
出
な
ど
で
社
会
、

人
口
増
加
は
今
後
も
続
き
、

経
済
難
民
の

一
九
九
一
年
の

て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

し
か
し
、

実
隊
の

(
U
N
F
P
A
)
 は
十

に
定
め
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞

贔
年
憔
界
人
口
白
書

II
昨
年
よ
り
一
偉
人
増
5
4
偲
入
に

二

0
五

0
年
に
は
百
億
人
突
破
一

経
済
難
民
の
流
出
、
社
会
不
安
拡
大
も

め
て
五
割
を
突
破
し
、

出
生
率
も
低
下
し

1

4

)

 
ー

.
5
.
 

，
 

人
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
具
体
的
な
目
標

九

0
年
末
よ
り
四
百
万
人
増
え
る
た
け
。

産
し
て
い
る
の
を
、
今
世
紀
中
に
＝

l
•

日
本
は
一
億
二
千
七
百
五
十
万
人
で
、

女
性
一
人
が
一
生
の
間
に
―
-
l
•
八
人
を
出

千
六
百
万
）

な
ど
。

産
を
抑
え
る
し
か
な
い
と
し
て
、

現
在
、

グ
ラ
デ
シ
ュ
ニ
億
―
―
―
千
五
百
万

（
同
一
億

指
摘
。

解
決
の
カ
ギ
は
、

途
上
国
で
の
出

七
百
万
（
同
一
億
二
千
三
百
万
）
、

ノゞ

ン

類
の
生
存
自
体
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
と

八
千
四
百
万
）
、

バ
キ
ス
タ
ン
ニ
億
六
千

白
書
は
ま
た
、

人
口
爆
発
は
将
来
の
人

ン
ド
ネ
シ
ア
ニ
億
八
千
六
百
万

（
同
一
億

北
谷
勝
秀
・
事
務
次
長
。

千
二
百
万
（
同
八
億
五
千
三
百
万
）
、

イ

が
流
入
す
る
だ
ろ
う
」
と

U
N
F
P
A
の

東
南
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
人
々

国
の
十
五
億
千
―
―
一
百
万
（
九

0
年
末
で
十

一
億
―
―
―
千
九
百
万
）
、

イ
ン
ド
十
四
億
四

本
へ
も
、

は
国
境
を
越
え
て
移
動
し
そ
う
だ
。

「
日

こ
な
る
。

一

と
く
に
人
口
の
多
い
国
は
、
中

難
民
化
し
た
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
時
に

は
約
六

0
％
増
の
四
十
九
億
千
三
百
万
人

‘
る
。

,＂` 

億
千
三
百
万
人
か
ら
、

二

0
二
五
年
末
に

政
治
不
安
の
原
因
に
も
な
る
と
指
摘
し
て

全
域
の
人
口
は
一
九
九

0
年
末
の
三
十

流
れ
込
む
都
市
部
で
は
ス
ラ
ム
化
が
進
み
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
中
東
を
含
む
ア
ジ
ア

ピ
ス
が
マ
ヒ
。
特
に
、

あ
ふ
れ
た
人
々
が

口
動
態
推
計
に
つ
い
て
記
者
会
見
し
た
。

健
衛
生
や
教
育
、

住
居
な
ど
の
行
政
サ
ー

日、

ロ
ン
ド
ン
で
同
日
発
表
の
世
界
の
人

で
発
生
す
る
見
込
み
で
、

途
上
国
で
は
保

人
口
基
金
の
サ
デ
ィ
ク
事
務
局
長
は
十

人
口
の
増
加
の
九
五
％
は
発
展
途
上
国

【
ロ
ン
ド
ン

13
日
1
1
鳩
田
数
之
】
国
連
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六
十
四
億
人
、

二

0
五

年
後
の
二

0
0
一
年
に 十

ょ、
~
 

今
後
百
六
十
年
に

し
か
し
実
除
の
人
口

す
る
と
み
て
い
る
。

計

•
七
人
）
に
低
下

に
日
本
並
み

（
国
連
推

よ
り
一
億
人
増
え
て
五
十
四
億
人
。

地
域
の
男
女
間
で
、

五
割
を
突
破
し
た
。

こ
の
影
響
な
ど
で
こ

比
べ
突
出
し
て
高
か
っ

た
途
上
各
国
の
合
計
特

四
•
四
人
が
二

0
1
1
0

る
と
推
測
。

ま
た
現
在
ニ
・
ニ
人

の
中
国
も
、

わ
た
り
増
え
続
け
、

十
年
以
内

ら一―

I
・
O
人
に
半
滅
す

リ
カ
で
も
六

・
O
人
か

年
に
ニ
・
ニ
人
、

ア
フ

地
域
で
は
現
在
の
平
均

デ
シ
ュ
な
ど
南
ア
ジ
ア

が
り
始
め
、

バ

ン

グ

ラ

生
に
産
む
子
供
）

ゞ

F
カ

殊
出
生
率
（
女
性
か

れ
ま
で
、

先
進
諸
国
に

l世界各地域別の出生率I
世界人口白書から

（数字は人）

る
避
妊
の
実
施
率
は
五
一
グ
心
と
、

南アフリカ

□ 6人以上
仁]3人以上6人未満

仁J2人以上3人未満
02人未満

初
め
て

地
域
に
梨
中
。
今
世
紀
中
に
南
ア
ジ
ア
が

何
ら
か
の
方
法
に
よ

こ
う
し
た
人
口
増
加
の
九
五
％
は
途
上

途
上

加
が
止
ま
る
。

白
書
に
よ
る
と
、

世
界
の
人
口
は
昨
年

ご
ろ
に
百
十
六
億
人
と
な
り
、

や
っ
と
増

を
訴
え
て
い
る
。

0
年
に
は
百
億
人
を
突
破
。

二
―
五

0
年
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昨
年
六
月
の
改
正
入
管
法
施
行
に
伴
う
取

男
女
別
は
、

男
性
二
万
四
千
百
七
十
六

不
法
就
労
者
と
も
過
去
最

•
2回
と
な
っ
た
が

国
な
ど
か
ら
も
急
増
し
て
い
る
。

八
十
四
人

（
同
七
九

•
J
L飴
増
）
。

総
数
、

ゞ

レ

ネ
ノ
ー

J

イ
ン
ド
な
ど
南
西
ア
ジ
ア
諸

こ
の
う
ち
不
法
就
労
者
は
一
―
ガ
几
千
八
白

で、

全
員
が
国
外
へ
強
制
退
去
と
な
っ
た
。

一
千
八
百
八
十
六
人

二
百
六
十
四
人

（
前
年
比
八

0
・
ニ
Oa
心
増
）

（
同
八
飴
増
）
、

パ
キ
ス
タ
ン

摘
発
さ
れ
た
外
国
人
の
総
数
は
三
刀
六
千

入
管
法
迩
反
事
件
の
ま
と
め
を
発
表
し
た
。

増
）
、

マ
レ
ー
シ
ア
四
千
四
百
六
十
五
人

法
務
省
は
十
八
日
付
で
昨
年
一
年
間
の

こ
う
し
た
危

不
法
就
労
三
万
人
摘
発

ー
昨
年
8
割
増
ー

（
産
経
新
聞

「
流
入
圧
力
」経

済
大
国
・
日
本
を

で
韓
国
五
千
五
百
―
二
十
四
人

（
同
一
三
九
飴
増
）
、

四
十
二
人

ア
ジ
ア
を
中

フ
ィ
リ
ピ
ン
四
千

（
同
二
三
飴
増
）

ー
の
順
。
ま
た
ス
リ
ラ
ン
カ
、

（
同
七
七
悠

イ
ラ
ン
、

十
五
人

次
い

（万人）

4「入管法違反事件の

3・推移

2
 

（
前
年
比
一
六

0
％
増
）
、

1986 

い
の
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
五
千

JL
百

カ
国
に
及
ん
で
い
る
。
国
籍
別
で
最
も
多

心
に
前
年
よ
り
十
九
カ
国
も
多
い
五
十
八

不
法
就
労
者
の
国
籍
は
、

い
る
こ
と
を
反
映
し
た
と
み
ら
れ
る
。

90年

目
指
す
，
流
入
圧
力
“

が
一
屑
強
ま
っ
て

総
数

4
 

不

法

就

労

り
締
ま
り
強
化
や
、

一
段
と

指
摘
す
る
。
同
基
金
で
は
、

1

4

)

 
ー

.
5
,
 

，
 

会、

政
治
不
安
が
増
す
危
険
が
あ
る
、
と

て
い
る
。

難
民
の
大
最
流
出
が
加
速
。
世
界
的
に
社

年
九
十
億
ド
ル
と
す
る
ー
な
ど
を
勧
告
し

を
越
え
た
富
裕
地
域
へ
の
出
稼
ぎ
、

経
済

先
迎
国
の
援
助
な
ど
で
今
世
紀
中
に
倍
増
、

森
林
の
燃
料
化
な
ど
の
環
境
破
壊
、

国
境

人
に
引
き
下
げ
る
②
そ
の
た
め
の
資
金
を

こ
の
結
果
、

貧
困
地
域
の
拡
人
に
よ
る

0
0
0
年
ま
で
に
三
・
九
人
か
ら

中
南
米
な
ど
で
一
億
人
増
え
る
。

な
ど
で
、

途
上
地
域
の
平
均
出
生
率
を
二

フ
リ
カ
で
六
億
五
千
万
人
か
ら
九
億
人
に
、

女
性
の
地
位
向
上
や
避
妊
方
法
の
多
様
化

視
在
の
十
二
億
人
か
ら
十
五
億
人
に
、

ア

険
を
防
ぐ
た
め
の
人
口
抑
制
策
と
し
て
①

-34一



五
ー
九

0
年
の
減
少
率
は
五
•
五
％
と
な

っ
ぱ
い
運
動
1
1
北
海
道
東
神
楽
町
▽
生
き

ま
で
最
低
の
数
字
を
示
し
て
い
た
が
、
八

域
か
ら
脱
却
し
た
市
町
村
と
し
て
、

花
い

八
O
I
八
五
年
は
一
―
―
•
六
％
滅
で
、
こ
れ

ま
た
、

個
性
あ
る
取
り
組
み
で
過
疎
地

ク
に
そ
の
後
は
滅
少
率
が
ド
が
っ
て
い
た
。

画
を
示
し
て
い
る
。

六
五
ー
七

0
年
の
一
三
•
六
飴
滅
を
ビ
ー

曲
の
五
年
間
で
十
四
兆
円
を
投
資
す
る
計

に
大
量
に
人
口
が
滅
っ
た
過
疎
地
域
は
、

化
特
別
措
罹
法
（
新
過
疎
法
）

で
は
、

当

の
増
滅
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

高
度
成
長
期

昨
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
過
疎
地
域
活
性

千
百
四
十
三
市
町
村
の
過
疎
地
域
の
人
口

い
世
代
の
定
住
と
高
齢
者
対
策
を
挙
げ
、

几

0
年
の
国
銹
淵
壺
を
も
と
に
、

全

国

過
疎
対
策
の
重
点
課
題
と
し
て
は
、

若

か
に
し
た
。

害
は
指
摘
し
て
い
る
。

（
過
疎
白
書
）

ょ、一

自
然
的
な
要
因
が
加
わ
っ
た
結
果
、

と
白

九
九

0
年
度
版
の

「
過
疎
対
策
の
現
況
」

こ
ん
な
実
態
を
明
ら

死
亡
者
数
が
出
生
者
数
を
上
回
る
と
い
う

き
た
1
国
土
庁
が
二
十
日
発
表
し
た
一

社
会
的
な
要
因
に
加
え
、

八
七
年
を
境
に

近
五
年
間
で
再
ひ
減
少
傾
向
が
強
ま
っ
て

若
い
世
代
が
構
造
的
に
流
出
す
る
と
い
う

代
以
降
、

沈
静
化
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
最

過
疎
地
域
で
は
、

t"raJ

度
成
長
期
以
降

過
疎
地
域
の
人
口
減
少
は
＿
九
七

0
年

り、

再
び
減
少
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

過
疎
化
が
2
0
年
ぶ
り
再
加
速

185S90年
の
減
少
率
拡
大
ー
若
者
流
出
に
自
然
減
加
わ
る

順
と
な
っ
て
い
る
。
女
性
は
①
ホ
ス
テ
ス

（
毎
日
新
間

l

9

)

 
ー

•5. ，
 

は
①
工
員
②
建
設
作
業
員
③
雑
役

I

の

果
は
あ
が
っ
て
い
な
い
と
い
え
そ
う
だ
。

て
お
り
、

上
位
を
占
め
る
織
種
は
男
性
で

締
め
出
し
を
狙
っ
た
も
の
の
、

大
き
な
効

こ
れ
は
職
種
別
内
訳
で
も
裏
付
け
ら
れ

万
人
。
改
正
入
管
法
に
よ
り
不
法
就
労
者

ら
れ
る
。

る
と
、

国
内
に
い
る
不
法
就
労
者
は
約
十

深
刻
な
人
手
不
足
を
反
映
し
て
い
る
と
み

法
務
省
の
昨
年
七
月
現
在
の
推
計
に
よ

職
場
（
き
つ
い
、
汚
い
、

危
険
）
」

で
の

一
県
で
六
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

5々

回
ま
っ
て
い
る
が

い
わ
ゆ
る

「
三

k

菜、

神
余
川
の
各
県
の
順
で
、

こ
の
一
都

女
比
が
逆
転
し
て
以
来
、

男
性
比
率
が
年

就
労
地
は
東
京
都
に
次
い
で
埼
玉
、

人
、
女
性
五
千
七
百
八
人
。

八
八
年
に
男

②
工
員
③
雑
役
。

千
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直
し
た
。

の
九
三
年
の

•
四
八
と
割
り
出
し
、

こ

新
し
い
人
口
動
態
統
計
を
基
に
大
幅
に
見

と
し
て
、

生
率
が

•
五
七
に
落
ち
込
ん
だ
た
め
、

女
性
の
平
均
初
婚
年
齢
二
十
五
・
九
歳
と

こ
れ
以
上
進
展
す
る
と

性
の
出
産
増
な
ど
高
齢
出
産
も
定
着
す
る

同
出
生
率
の
「
底
」
を
二
年
後

今
回
の
推
計
は
、
前
年
、
合
計
特
殊
出

は
考
え
ら
れ
ず
、

一
方
で
は
三
十
歳
代
女

得
な
い
。

い
う
晩
婚
化
は
、

め
て
人
口
政
策
の
検
討
に
直
面
せ
ざ
る
を

衝
撃
を
与
え
る
の
は
必
至
で
、

政
府
は
改

婚
化
、
晩
婚
化
に
あ
る
と
判
断
。

し
か
し
、

退
が
医
療
や
福
祉
な
ど
各
方
面
に
深
刻
な

げ
て
い
る
大
き
な
要
因
が
若
い
女
性
の
未

度
で
近
づ
く
超
々
高
齢
化
社
会
と
人
口
衰

推
計
の
前
提
と
し
て
出
生
率
を
引
き
下

幅
に
修
正
し
た
。
予
想
を
上
回
る
速

結
論
、
前
回
推
計

（
五
年
前
）

を
大

％ 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

゜1950 

割
っ
て
九
千
万
人
台
に
転
落
す
る
と

転
じ
二

0
六
九
年
に
一
億
の
大
台
を

年齢構造の変化

生産年齢人口
(15~64歳）

実績

九
百
万
人
を
頂
点
に
以
後
は
退
潮
に

総
人
口
は
二

0
1
0
年
の
一
億
二
千

推計

•
五
―
―
―
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

だ
前
年
の
デ
ー
タ
を
さ
ら
に
ド
回
り
、

は
戦
後
最
低
に
な
っ
て
論
議
を
呼
ん

表
し
た
。
女
性
が
生
涯
に
産
む
赤
ち

口
動
態
統
計
と
将
米
推
計
人
口
を
発

ゃ
ん
の
平
均
数

（
合
計
特
殊
出
生
率
）

厘
生
省
は
六
日

-
j
L
九

0
年
人

年少人口
<0~14歳）

1970 1990 2010 2030 2050 2070 2090 

村
▽
八
ケ
岳
の
自
然
を
生
か
し
た
1
1
山
梨

キ
ー
場
中
心
に
観
光
開
発
1
1
新
洞
県
黒
川

本
県
錦
町
、

（
朝
日
新
聞

生
涯
出
産
数
さ
ら
に
低
下
1
.
5
3
人
に

ー
厚
生
省
の
動
態
統
計
ー

78
年
後
の
人
口
、
一
億
割
る

l

l

)

 
2
 

.
5
.
 

，
 

企
業
誘
致
に
成
功
1
1
福
島
県
大
信
村
▽
ス

の
六
町
村
を
紹
介
し
て
い
る
。

が
い
あ
る
村
づ
く
り
1
1
岩
手
県
衣
川
村
▽

県
大
泉
村
▽
き
め
細
か
な
企
業
誘
致

II
熊
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口
を
上
回
る
国
民
が
消
え
る
こ
と
に
な
る
。

で
三
千
万
人
近
く
、

現
在
の
カ
ナ
ダ
総
人

.
6
.
7
)
 

ー

，
 

十
六
ガ
一
千
人
に
落
ち
込
む
。
約
一
世
紀

り、

二

0
九

0
年
ま
で
に
は
九
千
四
百

年
に
は
九
千
九
百
九
十
九
万
八
千
人
と
な

人
口
統
計
の
指
標

人
。
以
後
は
年
々
滅
り
続
け
、

ニ
O
六
JL

い
ず
れ
人
口
減
少
が

二

0
-
0
年
の
一
億
二
千
九
百
四
十
五
万

~ 

こ
う
し
た
結
果
、
総
人
口
の
頂
点
は
、

生
涯
に
な
ぞ
ら
え

一
生
の
間
に
産

で
逆
転
、

以
後
、 出

生
数
と
死
亡
数
も
、

死
亡
の
方
が
上
回
る
。

年
齢
別
出
生
状
態
を
一
人
の
女
性
の

一
年
を
境
に
共
に
百
四
十
万
人
弱
前
後

率
を
割
り
出
し
、

合
計
し
た
数
値
。

こ、一

さ
ら

ニ
O

ど
と
に
、

た

゜
一
人
」
を
超
え
る
の
は
確
実
と
弾
き
出
し

今
回
推
計
で
は
高
齢
者
比
率
が

「
四
人
に

よ
り
深
刻
に
な
る
。

二
％
に
と
ど
ま
る
と
想
定
し
て
い
た
が
、

て
お
り
、

こ
の
前
提
だ
と
推
計
結
果
は
、

は
ピ
ー
ク
時
で
も
二

0
四
二
年
の
二
四

を
九
六
年
の

.
―
―
―
五
に
戦
い
て
計
算
し

四
五
年
に
は
二
七
•
七
％
。
前
回
推
計
で

推
計
」

で
は
合
計
特
殊
出
生
率
の

「
底
」

-
9
6
と
四
人
に
一
人
を
突
破
し
、

ニ
O

「
低
位

て
比
率
を
み
る
と
、

二

0
一
九
年
に
二
五

仮
定
に
基
づ
い
た
想
定
に
よ
る

「
中
位
推

六
十
五
歳
以
上
の
的
齢
者
人
口
に
限
っ

「
は
ぼ
妥
当
」

と
す
る

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
数
字
は
、

0
七
年
と
想
定
し
て
い
た
が
、

九
年
早
ま

に
な
る
。

推
計
で
は
逆
転
を
来
世
紀
に
入
っ
た
二

O

は
高
年
齢
層
が
横
に
広
が
る

圧
縮
さ
れ
て
六
八
•
六
％
に
な
る
。
前
回

―
1
0
二
五
年
に

％
で
、

間
に
挟
ま
れ
た
生
産
年
齢
人
口
も

0
年
は
年
齢
の
中
央
部
が
膨
ら
ん
だ

「つ

年
。
老
年
一
六

・
O
％、

年
少
一
五
•
四

た

に
す
る
と
、

九

回
っ
て
老
少
が
逆
転
す
る
の
は
I

九
九
八

人
口
全
体
の
年
齢
構
成
を
グ
ラ
フ
化
し

年
人
口
が
十
五
歳
未
満
の
年
少
人
口
を
上

約
六
百
六
十
万
人
縮
小
す
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

六
十
五
歳
以
上
の
老

の
仮
定
で
計
算
し
た
。

人
口
の
頂
点
到

来
だ
け
で
も
一
―
一
年
早
ま
り
、

「
人
ロ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」

り
鐘
型
」

だ
っ
た
の
が
、

研
究
所
が
統
計
上

合
計
特
殊
出
生
率

人
を
切
る
と
、

始
ま
る
と
し
て
、

の
一
っ
と
さ
れ
る
。

（
毎
日
新
聞

そ
の
規
模
も

「
原
子
雲
型
」

厚
生
省
人
口
問
題

計
」
値
。
最
悪
の
場
合
を
考
え
た

女
性
の
年
齢

そ
の
年
の
赤
ち
ゃ
ん
出
生

む
子
供
の
数
を
導
き
出
す
。

前
回
推
計
と
比
べ
る
と
、
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罰
金
以
外
の
制
裁
と
し
て
は
国
家
機
関

と
い
う
の
は
犬
文
学
的
な
罰
金
だ
。

平
均
二
、

で
約
二
十
五
円
だ
が

一
元
は
日
本
円

を
毎
月
供
託
、

「
社
会
膝
育
費
」

え
る
が
、
出
産
す
る
と
そ
の
ま
ま
没
収
さ

従
育
費
」

が
増
額
さ
れ
る
。

万
元
か
ら
十
万
元
で
、

返
し
て
も
ら

こ
の
範
囲
内
で
各

区
役
所
が
額
を
決
め
る
。

ー
カ
月
の
月
収
が

三
百
元
の
中
国
で
最
高
十
万
元

五
千
元
か
ら
五
万
元

第
三
子
以
上
が

社
会
旋
育
費
は
第
二
子
の
妊
娠
に
対
し

れ
て
し
ま
う
。
未
婚
の
場
合
は
、

「
社
会

供
託
し
た
金
品
は
中
絶
後
、

証
も
当
局
に
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
毎
日
新
聞

91•6•11) 

個
人
経
営
者
は
営
業
許
可

ば
な
ら
な
い
。

妊
娠
し
た
場
合
は
、

ま
ず

の
役
職
に
あ
る
者
は
職
を
辞
退
し
な
け
れ

る
と
、
す
で
に
子
供
の
い
る
家
庭
で
妻
が

村
の
工
場
に
勤
め
て
い
る
者
や
村
の
幹
部

北
京
市
の
計
画
出
産
違
反
処
罰
規
則
に
よ

農

北
京
日
報
が
九
日
、

全
文
を
掲
載
し
た

か
、
自
留
地

の
増
加

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
民
の
場
合
、
社
会
養
育
費
を
払
う
ほ

り
消
し
な
ど
、
厳
し
い
経
済
制
裁
を
覚
悟

制
限
を
加
え
ら
れ
る
。

上
げ
、

国
営
企
業
の
従
業
員
な
ら
昇
給
取

回
取
り
消
さ
れ
、

住
宅
の
割
り
当
て
に
も

個
人
経
営
者
の
場
合
は
営
業
許
可
証
取
り

る
権
利
を
失
う
。

そ
の
う
え
、

（
自
家
用
耕
作
地
）

や
住
宅
建
設
の
許
可
が
与
え
ら
れ
ず
、

昇
級
を

施
行
し
た
。

罰
金
だ
け
で
な
く
、
両
親
が

わ
た
っ
て
先
進
労
働
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

親
に
科
す
罰
則
を
定
め
、

今
月
l

日
か
ら

の
全
額
が
自
己
負
担
に
な
り
、

一
年
間
に

こ
の
は
ど
二
人
以
上
の
子
供
を
産
ん
だ
両

児
所
代
、

一
人
っ
子
政
策
の
中
国
で
、

北
京
市
が

ー
北
京
ー

産
む
な
増
や
す
な
、

二
人
目
以
上
の
子
供
の
医
療
費

国
営
企
業
な
ど
の
勤
め
人
は
出
産
費
、

後
が
怖
い
ゾ

一
人
っ
子
政
策
で
罰
則
強
化

託

~38ー



6
月
1
4
日

5
月

28
日
22
日

4
月
1
5
日

i

[
 

APDA• 

m繹ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
•
開
発
事
情
視
察
議
貝
団
受
入
（
ア
ト

ラ
ッ
ト
ム
ダ
リ
教
育
・
高
等
教
育
大
臣
他

7
名
）
、
国
際

人
口
問
題
議
貝
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
と
懇
談
他
。

本
協
会
理
事
会
開
催
。

H
人
事
の
件

□
平
成

2
年
度
事
業
報
告
並
び
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。
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療
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題
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療
問
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療
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示
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加
」
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